
緑
豊
か
な
生
活
都
市
を
目
指
し
て

宅
地
開
発
事
業
等
を
行
う
場
合
の
取
り
扱
い
が
一
部
変
更
に

条
例
の
主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

固
住

宅
課
晋
一
。一
・
7
3
6
6

［

］
開

発

行

為

に

係

る

技

術

的

基

準

剛

設

置

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い

公

園

等

の

面

積

○

こ
ニ
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上

の
開

発
行

為
を
行
ウ
場
合
に
設
置
し

な

け
れ
ば
な
ら
な

い
公

園
等

の
面

積

の
割
合
は
、
近
隣
商
業
地
域
、

商

業
地
域
、
上
地
区
画
整
理
事
業

が

施
行
さ
れ
た
地
域
を

除
き

、
開
発

面
積
の
六

暫
以
上

㈲

ご
み

置

場

等

の

確
保

①

五
○
○
平
方

缸
以

上
の
開
発
行

為
を
行

つ
場
合

は
「
ご
み
置
場
」

の
確
保

②
五

〇
〇
平
方
片
以
上
で
、
共
同

住
宅

の
建

築
を
目

的
と
す
る
開
発

行
為
を
行

つ
場

合
は
「
駐
車
場
」
、

「
賍
輪
場
」

の
確
保

③
七
十
戸
以
上
の
共
同
住
宅

の
建

築
を
目
的

と
す
る
開
発
行
為
を
行

忝
場
合
は

「
集
会
施
設
」

の
確
保

㈲

住
宅

の

敷

地

面

積
の

最

低

限

度

左

表
の
と
お
り

［
］
市

街

化

調

整

区

域

に

お

け

る

立

地

基

準

①

市

街

化

調

整
区

域

に

お

け

る

開
発

行

為

等

松
戸
市
の
都
市
整
備
の
状
況
や

総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
す
た
め

に
、
市
街
化
調
整
区
域
に

お
け

る

規
制
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
ま
し

た
。対
象
ど
す

る
土
地

の
区
域
と
建

て
ら

れ
る
建
築
物

の
用
途

は
、
次

の
と

お
り
で
す

。

①
区
域
…
市
街
化
区
域
と
一
体
と

な

っ
た
日

常
生
活
圏

を
構
成
し

て

い
る
地
域
内
で

あ
っ
て
、
一
定

の

建
築
物
が
集
ま
っ
た
地
域
の
４
も
、

市
街
化
調

整
区

域
と
な
っ
た
日
以

前

か
ら
宅
地
で
あ
る
土
地
の
区

域

②
建
て
ら
れ
る
建
築
物
の

用
途
…

二
戸
建
て
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、

共
同

住
宅

※
な
お
、
市
街

化
調
整
区

域
に
お

い
て
行
う
開
発
行
為

は
都
市
計

画
法
第
三
三
条

お
よ
び
こ

の
条

例
に
定

め
る
基
準

に
適
合
し

て

い
な
け

れ
ば
許
可

の
対

象
と
は

な
り
ま
せ

ん
。

㈲

諮

問
手

続

き

の

省
略

千
葉
県

開
発
審
査
会
に

諮
問
を

必
要
と
し

た
開
発
行
為

の
う
ち
定

型
的

な
も

の
を

条
例
に
定

め
、
同

審
査
会
へ

の
諮

問
手

続
き
を
省

略

す

る
こ
と

と
し

ま
し

た
。

対

象
ど
な
る
開
発

行
為
は
、
次

の
と

お
り

で
す

。

①
分

家
・：
農
家
等
の
親
族
が
精

妍

な
ど
で
独

立
す
る
場
合
に
、
自
分

の
専

用
住
宅
を
建
築
す
る
目
的
で

行
う

開
発
行
為

②
既

存
集
落
・：
市
街
化
調
整
区

域

と
な
っ
た
日
以
前
か
ら
土
地
を
所

有
し

て

い
て
自
分
の
住
宅
を
所
有

し
て

い
な

い
人

が
、
自
分

の
専
用

住
宅
を
建
築
す

る
目

的
で
行
う

開

発
行
為

②
既
存
適
法
建
築
物
の
建
て

替
え

・：
適
法

な
手

続
き
等
を
経
て
建
築

さ
れ
た
専
用

住
宅
の
建
て
替
え
に

伴
う

開
発
行

為

④
既
造
成
地
：
市

街
化
調
整
区
域

と
な
っ
た
囗
以
前
に
宅
地
開
発
を

目

的
に
造
成
さ
れ
た
土
地
の
区
域

内

で
、
自
分
の
専
用
住
宅
を
建
築

す
る
目
的
で
行

つ
開
発
行
為

「
」
事

前

協

議

等

の

義

務

化

こ
れ
ま
で
松
戸
市
ま

ち
づ
く
り

指
導
要
綱
に
規
定
し
て

い
た
宅
地

開
発
事
業

等
を
行
弓
場

合
の
協

定

願
等
の
手
続

き
を

、
条
例
に
基
づ

く
事
前

協
議
と
し

て
義
務
化
す
る

と
と
も
に
、
併
せ

て
事
業
概
要
を

公

開
す

る
こ

と
と
し

ま
し
た
。

①

事

前

協

議
の

対

象

と

な

る
宅

地

開
発

事

業

等

①

自
分

の
専
用
住
宅
以
外

の
建
築

物
の
建
築
ま
た
は
こ
れ
を
目
的
と

す

る
土
地
の
造
成
事
業
で
、
そ

の

面

積
が
五
〇
〇
平

万

片
以
上

の
も

の宣

子

戸
以
上

の
共
同
住
宅

の
建

晴れの成人式
5,425人が新たに大人の仲間入り

築
を
目
的
と
す

る
事
業

⑤

五
宅
地
以
上
の
造
成
ま
た
は
一

戸
建
て
賃
貸

住
宅
建

築
事
業

①
宅
地
開
発
事
業

等
以
外
の
事
業

で
、

規
則

で
定

め
る
も
の

㈲

事

前

協
議

申

請

等

田

に
該
当
す

る
事
業
を
行
ヶ

者

は
、

開
発
許
可

申
請
等
の
法
的
手

続
き
を
行
う

前
に
市
に
事
前
協

議

申
註
蠻

Ｅ
を
提
出
し
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
協
罐

を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

こ

の
協
議
事
項
は
基
本
的

に
松

戸
市

ま
ち

づ
く
口（
指
導
要

綱
に
規

定
さ
れ
て

い
る
事
項
を
受
け

継
い

で

い
ま
す
。

①

敷
地
内
緑
化
施
設
の
整
備
等
環

境
保
全
に
関
す

る
こ

と

②
道
路
、
公

園
緑
地
、
消

防
施
設

等
の
公
共
施
設

の
整
備
に
関
す
る

こ
と
③
そ
の
他
公
益
的
施
設
の
俯

拯
寺

良
好

な
市
街

地
環
境
の
整
備
に
関

す

る
こ
と

③

事

業

の

事
前

公

開

等

事

業
者
は
、
市
と
事
前
協
議
を

行
う

前
に
宅
地
開
発
事
業
等

の
事

業

概
要

（
計
画
）
を
公
開
す

る
と

と
も
に
、
事
業
柔

疋
地

の
隣
接
地

権
者
に
事
業
概
要
等
を
説
明
す

る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
こ

の
条
例
の
施
行
に
つ
い

て
は

規
則
に

定
め
ま
す
。
詳
細
に
つ

い

て
は

、
住
宅
課
へ

お
問
い
合

わ
せ

く
だ

さ
い
。

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
実
験
が
始
ま
り
ま
す

松

戸
市
医

師
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
利
用
し
市
内
の
病
院
や
診

療
所
の
問
を
専
用
回
線
で
結
び
、

複
数
の
医
師
が
患
者
の
診
療
情
報

を
や
り
取

―
す

る
冖
？
『
了

輿

（
在

宅
医
療

・
慢
性
疾
患

の
た

め
の
地

域
共
有
電
子

カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
）

1月 鍋日、森のホール21 で「松戸市成人式」

がボランティアスタッフを中心に2,982 人が

集まって行われました。

プレセレモニーでは、新成人によるダンス

やゴスペルが披露され 、会場は大にぎわい。

式典は、20 歳の夢や不安など今の思いを舞台

や会場インタビューで発表しました。

の
運
用
準
備

を
進

め
て

い
ま
す
。

実

験
期
間

は
、
二

ヵ
月

程
度
で
、

期
間
中

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施

す

る
予｛
疋
で
す
。

な
お
、
参
加
機
関
は
市

内
四
十

一
医
療

機
関
で
す

。

電子カルテとは、患者の診療・検査記録をパソコンに入力し電子カルテを

作成、電子化された診療情報を専用回線で結び、参加医療機関でカルテを共

有するシステムです。

本人の同意を得た病院や診療所の医師が、いつでも『司し内容のカルテを見

て診療にあたることができます。

市民の利便性

①診療情報をやリ取りできることで検査や処方の重複を防ぐことができます。

②病院と診療所双方で記録を共有しているので、普段はかかりつけ医に診て

もらい、必要なときに専門医に診てもらうことが容易になります。

②緊急時にかかりつけでない病院に運ばれても、今までの診療経過を見て適

切な治療を受けることができます。

④患者本人の希望があれば、診療記録を見る

ことが可能となります。

プライバシーの1呆護

①入力された患者の診療情報を見ることので

きるのは、本人が同意した病院・診療所の医

師だけです。

②通信経路をインターネットでなく専用回線

を使うなど 、万全の保護体制をとっています。　　地域共有電子カルテICカード

人口468,337 人 ［+  122 ］

男236,032 人 ［＋　52 ］

女232,305 人 ［＋70 ］

世帯186,561 世帯［十　83 ］

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし
て集計した常住人口です。

主 な 内 容　　　　

市政モニター・消費生活 モニタ

ーを募集　　　　　　　　　 ②

学校給食の取り組み　　　　 ③

江戸川下流舟運 シンポジウム

七福神鍋最優秀作品 レシピ　 ④

確定申告書が新しくなりました ⑤

情報 チャンネル　　　　　 ⑥⑦

松

戸
市
医
師
会

で
は
、
電
子

カ
ル

テ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を

進
め
て
い

ま
す
。
病
院

・
診
療

所
の
医
師

か
ら
参
加
依
頼

が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。

圖
健

康
福
祉
本

部
企
画

管
理
室
a
3
6
6・
7
3
5
0

「
松
戸
市
に
お
け
る
宅
地
開
発
恚
彙

等
に
関
す

る
条
例
」
が
平
成
1
3年
１２
月
定
例
市
甕

＝
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
平
成
1
4年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
法
の
制
定
以
来
の
抜
本
的
な
改
正
が

行
わ
れ
、
開
発
行
為
等
に
関
す
る
許
可
基
準
等
に

つ
い
て
、
政
令
の
定
め
る
範
囲
内
で
、
地
方
自
治

体
の
実
情
に
応
じ
た
独
自
の
規
制
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
改
正
に
基
づ
き
、
良
好
な
ま
ち

づ
く
‥
ソ
と
な
る
よ
う
市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整

区
域
の
秩
序
あ
る
整
備
を
行
い
、
生
活
環
境
の
整

備
と
住
民
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
公
共

・
公
益
的
施
設
に
係
る
技
術
的
な
基
準

や
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可
の
基
準

を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
松
戸
市
ま
ち
づ
く
り
指

導
要
綱
に
基
づ
く
協
定
願
の
手
続
き
等
に
つ
い
て

も
条
例
に
基
づ
く
事
前
協
議
と
し
て
義
務
化
し
ま

し
た
。

区　分 開発区域の面積 敷地面積

市街化区域

0.1ヘクタール以下 100平方㍍以上

0.1ヘクタールを超え

1ヘクタール未満
120平方㍍以上

1ヘクタール以上 135平方㍍以上

市街化調整区域 165平方㍍以上

人口と世帯
電子カルテって何だろう？



平成1 4 ・ 1 5年度市政モニターを募集

市政の運営に

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て

市
政
に
対
す
る
個
人
意
見
（
提
言
）
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、
市

政
運
営
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
政
発
展
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
市
民
相
談
課

登
3
6
6
・
7
3
1
9

募

集
人
数
二

二
十
二

人

任
期
…
平

成
1
4年
４
月
１
日

か
ら

1
6年

３
月
3
1囗

ま
で
の
二
年
問

応

募
資
格
…

①
市
内
に
居

住
し

て

い
る
人
（
外

国

籍
の
人

を
含
む

。
た
だ
し
、
日

本
語

が
理
解
で
き

る
人
）

②
国

お
よ
び
地
方
公

共
団
体

寺
の

職
員
で
な

い
人

③
市

議
会
議
員

な
ど
公
選

に
よ
る

職
に
就
任
し
て

い
な

い
人

①

審
議
会
委
員
な
ど
、
本
市

の
委

嘱
に
よ
る
職

（
消
費
生
活

モ
ニ
タ

ー
を
含
む
）
に
就
任
し
て

い
な

い

人⑤
過

去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
委

嘱

さ
れ
て

い
な

い
人

（
①

～
⑤
の
す

べ
て
を
満
た

す
人

）

※
応
慕
嗇
穏
を

失
っ
た
場

合
に
は
。

モ
ニ
タ
ー
の
資
蛩

ざ
失

い
ま
す
。

平
成
１４
・
１５
年
度
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
を
募
集

賢
い
消
費
者
を
目
指
し
て

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
消
費
者
と
し
て
の
知
識
を
高
め

な
が
ら
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
生
じ
て
い
る
消
費
者
問
題
に

対
す
る
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
を
行
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

固
消
費
生
活
課

登一
’一
・
7
3
2
9そば打ち教室

募
集
人
数
…
二
十
人

任
期
…
平
成
1
4年
４
月

１
日
か
ら

1
6年

３
月
3
1日

ま
で
の
二
年
問

応

募
資
格
・
：
市
内
在
住
の
二
十

歳

以
上

で
、
過
去

に
市

の
消

費
生
活

モ

ニ
タ
ー
を
経
験
し
て

い
な

い
人

主
な
活

動
の
内

容
・：

①
研
修
会
（
契

約
ト
ラ

ブ
ル
解
決

法

・
食
品
添
加

物
等
）
へ
の
出
席

②
市

内
外
施
設
見
学

会
へ
の
参
加

③
消
費
生
活
に
関
す
る
意
見
の
提

出④

グ
ル

ー
プ
研

究

⑤
松

戸
市

消
費
生
活

展
へ
の
参

加

⑥

ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

の
同

答

奈
研

修
会
は
、
平
日
、
月

一
回
程

度
行

い
ま
す

。

謝
礼
…
年
額

一
万

八
千
円

玉

限
）

私は、食品関係に興味

があり、正しい晴報を得

ようと思いモニターに応

募し まし た。し かし 、

2001 年は家電リサイク

ル法や食品表示法、金融

制度、遺伝子組み換え問

題など、さまざまな出来

事かおり、実際にモニタ

ーを敍験し ていなけれ

ば 、私にとって新聞の活

字として終かってしまっ

調理実習やバスケット

作りはとても楽しかっ

たです（平成12 ・ 13

年度消費生活モニター

高橋由美さん）

たことだろうと思います。「知らない」ではすま

されないこと 、そして、正しい情報を得ること

こそが私たち消費者に必要だと痛感しました。

あなたも 、賢い消費者を目指してモニターに

応募してみませんか。

．卜ｙ
　

一
　
心

ａ

福
祉
の
ま
ち
・
市
民
プ
ラ
ン

市

民

が
事

務
局

を

つ
と

め

る
自

治
方

式

一
年
を

め

ど
に

市

民
プ
ラ

ン

を
作

っ
て

い
た

だ

き

、

市

に

提
言

し
て

く

だ

さ

い

「

い
つ
ま
で
も
地
域
で
自
分
ら

し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し
た

い
」

と
多
く
の
人

が
願

っ
て

い
ま
す

。

そ
の
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

地
域
で
の
支
え
合

い
が
求

め
ら

れ

ま
す
。
市
は
、
市
民
と
の

パ
ー
ト

ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目

指
し
て
き
て

い
ま
す

が
、
今
回
、

市
民
主
導

に
よ
る
市
へ

の
提
言
作

成
の
た
め
の
組
織
（
み

の
り
だ

い

・
福
祉
の
ま
ち

・
市
民

プ
ラ

ン
提

言

妛
貝
会
二

仮
称
）
を

編
成
す

る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加
を
お
願

い
し

ま
す
。
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
し
て

い
く
た
め
の
委
員
会
に
参
加
し
て

く

だ
さ

い
。
稔
台
地
区

の
福
祉

の

ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
自
由
な
意

見

交
換
や
議
論
を
展
開
し
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
話
し
合

い
を
一

年
間

を
め
ど
に
ま
と
め
て

い
た
だ

き
、
市

に
提
言
し
て
く
だ
さ

い
。

市
は
、
委

員
会
か
ら
必
要
と
さ

れ
た
資
料
収
集
な
ど
、
禾
酉
貝
会

か

ら

依

頼

さ

れ

た

こ

と

の

み

に

あ

た

り

ま

す

。

公

募

す

る

人

数
・
：
お

お

む

ね

十

人

程

度

任

期
・
：
委

嘱

の

日

か

ら

一

年

間

資

格

要

件

…

原

則

的

に

は

、

稔

台

小

学

校

区

域

に

在

住

の

人

。

年

齢

・
国

籍

は

、

問

い

ま

せ

ん

。

※

今

回

は

、

モ

デ

ル

事

業

と

し

て

稔

台

地

区

を

対

象

と

し

ま

す

が

。

今

後

、

順

次

ほ

か

の

地

区

で

の

展

開

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

提

出

晝

翠

：

「

福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

」

に

つ

い

て

の

考

え

を

八

百

字

以

内

の

文

章

に

ま

と

め

た

も

の

圃

２

月
1
5

囗

窗

［
必

着

］
ま

で

に

、

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

・

経

歴

を

記

入

し

て

、

文

章

を

添

え

て

郵

送

で

、

〒
2
7
1－
8
5
8
8

松

戸

市

根

本

三

八

七

の

五
　

松

戸

市

役

所

健

康

福

祉

本

部

企

画

管

理

室

へ

※

電

子

メ

ー

ル

で

も

申

し

込

め

ま

す

。
（
∃
ｓ

硴
（
㈲
日

限

邑

右

・
目

・
右

）

圜

健

康

福

祉

本

部

企

画

管

理

室

容

3
6
6 ・
7
3
5
0

議
会
だ
よ
り
を
郵
送
し
ま
す

市
議

会
で
は
、
年
四
回
開
催
さ

れ
て
い
る
市
議
会
の
よ
ケ

す
を
、

「
議
会

だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

は
、
新
聞
折
り
込

み
に
よ
り

配
布
し
て
お
り
、
市

の

施
設

な
ど
に
も
置
か
れ
て

い
ま
す

が
、
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
、
電

話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

匣
電
話
で
議
会
事
務
局
調
査

課

登

あ
な
た
の
健
康

Ｃ
型
肝
炎

Ｃ

型
肝

炎

と

は

Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
っ
て
起
こ

る
肝
臓
疾
患
で

す
。
ウ
イ
ル
ス
は
く
し

ゃ
み
、

咳
、
食
器
や
コ
ッ
プ
の
共
用
な

ど
の
接
触
で
は
感
染
し
ま
せ
ん

が
、
血
液
や
性
交
渉
を
介
し
て

感
染
し
ま
す
。

肝

炎
に
な
る
と
肝
臓
の
細
胞

が
壊
れ
て
、
肝
臓
の
働
き

が
悪

く
な
り

ま
す
。
肝
臓
は
予
備
能

が
高

い
た
め
、
重
症
化
す

る
ま

で
は
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
に

く
く

、
こ

と
に
Ｃ
型
肝
炎
で
は

急
性
期
に
全
身
倦
怠
感
、
食
欲

不

振
、
黄
疸
な
ど
の
自
覚
症
状

が
あ
る
人

は
二
圭

二
割
に
す
ぎ

ず
、
感
染
し

て

い
て
も
自
覚
症

状
を
欠
く
人

が
多

い
の
で
す
。

急
性
Ｃ
型
肝

炎
の
多
く
は
持

続
感
染
し

、
約
七
割
の
人

が
慢

性
肝
炎

に
移
行

し
ま
す
。
慢
性

化
す

る
と
自
然
治
癒
す
る
こ
と

は
ま
れ
で
、
さ
ら
に
二
十
年

ぐ

ら
い
の
経
過

で
約
三

割
の
人
が

肝
硬

変
に
な
り

、
約
一
割
の
人

に
肝

臓
癌
が
発

症
し

ま
す
。

日

本
で
は
肝

臓
癌
の
約
八
割

が
Ｃ

型
慢

性
肝
炎

か
ら
発
症
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｃ

型

肝

炎

に

感

染
し

て
い

る

可

能

性

の

高

い
人

は

平

成
４
年
以

前
に
輸
血
を
受

け

た
人

、
非
加

熱
血
液
凝
固
製

剤
を
受

け
た
人

、
大
き
な
手
術

を
受
け

た
人
ヽ

髓
歙

を
し

て

い

る
人

、
注

射
器
を
用

い
て
覚
せ

い
剤
や
麻
薬
な
ど
を
使
用

し
た

人
、

ボ

デ
ィ

ー
ピ
ア
ス
を
施
し

て
い
る
人

な
ど
は
、
一
般
の
人

よ
り

感
染

の
可

能
性
が
高

い
と

289

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
健
康

診

断
な
ど
で
肝
機
能
障
害

の
異

常

を
指
摘
さ
れ
て

い
て
、
肝
炎

ウ

イ
ル
ス
の
検
査
を

さ
れ

て
い
な

い
人
も
要
注
意
で
す

。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
で
は
肝
機

能

（
肝
臓

の
酵
素
Ａ
Ｓ
Ｔ

、
Ａ
Ｌ
Ｔ

値
）
が
変
動
し
、
正
常
値

の
時

期
も
あ
り
、
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染

し
て

い
る
か
ど
う

か
調

べ
る
に

は
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル

ス
抗
体

検
査
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ

ル
ス
Ｒ

Ｎ
Ａ
検
査
な
ど
を
行

い
ま
す

。

Ｃ

型
肝

炎

に

感

染

し

て

い

た

ら
Ｃ
型
肝
炎
と
診
断
さ

れ
た
場

合
、
精
密
検
査
や
治
療
法

の
選

択
の
た
め
専
門
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
病
気
の
進
行

の
状
態

に
よ
っ
て
治
療
法

が
異
な
り
ま

す
。
一
般
的
に
イ

ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
と

い
う
抗

ウ
イ
ル

ス
剤

が

用

い
ら
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
は

ウ
イ
ル

ス
の
量

や
遺

伝
子
型
に
よ

っ
て
効
果
に
差

が

あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル

ス

の
排
除

（
治
癒
）
に
成
功
す

る

の
は
、
約
三
割
で
す
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
で

ウ
イ

ル
ス
を
排
除
で
き
な
か

っ
た
場

合
で
も
、
肝
酵
素

（
Ａ
Ｓ
Ｔ
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
）
値

が
正
常
範
囲

を
超
え

て
上
昇
し
て

い
れ
ば
、

肝
臓
を
庇
護

（
保
護
）
す

る
治

療
を
行

い
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ

る

肝
臓
の
細
胞
の
損
傷
を

軽
減
し
、

肝
硬

変
や
肝
臓
癌
に
な

る
こ
と

を
予
防
し

た
り
、
遅
ら
せ
た
り

す
る
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
松

戸
市

医

師
会

）

モニター経験者の声

3
6
6・
７

り
り
８

９
リ
ヘ

提
言
委
員
会
委
員
を
募
集

あなたのご意見を

主
な
活
動
の
内
容
…

一
市
か
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意

見
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

一
会
議
へ
の
出
席

・
市
内
公
共
施
設
の
見
学

一
市
議
会
の
傍
聴

謝
礼
・：
年
額
一
万
千
円

選

豐

な
法

・

通

知

…

応

募

者

の

中

か

ら

、

居

住

地

域

・
年

齢

・
性

別

な

ど

の

構

成

を

考

愿

し

、

選

考

し

ま

す

。

結

果

は

、

３

月

下

旬

に

応

募

者

全

員

に

通

知

し

ま

す

。

匣

２

月
1
5

囗

窗

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

市

政

へ

の

簡

単

な

意

見

、

応

募

動

機

（
二

百

字

以

内

）
　
・
住

所

・

氏

名

（
フ

リ

ガ

ナ

）
　
・
年

齢

・
職

業

・
性

別

・
電

話
汞
界

を

記

入

し

て

、

①

（

ガ

キ

＝

干
2
7
1－
8
5
8
8

松

戸

市

根

本

三

八

七

の

五
　

松

戸

市

役

所

市

民

相

談

課

②

フ

ァ

ク

ス

＝

叫
3
6
6・
2
7
0
7

③

電

子

メ

ー

ル

＝

ｓ
ｏ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ
＠
i
n
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.
ｎ
ｅ
.ｊ
ｐ

圃
２
月

丿
日

團
ま
で
に
、
（

ガ
キ

に

・
住
所

・
氏
名

（
フ
リ

ガ
古

・
性
別

・
年
齢

・
電
話
番
号

・
職

業

・
加
盟
団
体

（
加
入
し
て

い
る

人
の
み
）
　・
興
味

の
あ
る
分
野

・

家
族
構

成
・
応
募
動
機
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸
市
小

根
本
七

の
八
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ヒ

ル
　

松
戸
市

役
所
消
費
生
活

課
モ
ニ

タ
ー
係

（

容
3
6
6
・
7
3
2

9
）
へ



全
国
学
校
給
食
週
間
　
１
月
2
4日
～
3
0日

食
と
健
康
を
考
え
た
学
校
給
食
の
取
り
組
み

市
の
学
校
給
食
で
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
考
え
た
食
生
活
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
も
一

緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

固
保
健
体
育
課

昔
涯
・
7
4
5

9

皆さんと共に、安全で安心なまちに
楽しい給食おいしい給食

明

治
2
2年

、
貧
困
児
童
救
済

の

目
的

で
始

め
ら
れ
た
学
校
給
食

で

す

が
、
食
品

が
豊
富
に
な

っ
た
今

、

そ

の
役
割
は
大
き
く
変
化
し
て

き

ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
匯（
巻

く
食

環
境
は
、
好
き
な
も

の
を
好

き
な
時
に
好
き
な
だ
け
食

べ
ら

れ

る
状
況
に
な
っ
た
半
面
、
偏

っ
た

食
生
活

や
運
動
不
足
、
生
活
リ

ズ

ム
の
乱
れ
な
ど
か
ら
、
肥
満

や
コ

レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値

が
高

い
子

ど
も

が
増
え

て
き
て

い
ま
す

。

こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら

学
校
給
食

で
は
、
健
康
を
考
え

た
食
生
活

に

つ

い
て
の
指
導
に
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。

も

っ

と

和

風

料

理

を

平

成
1
0年
度
に
松

戸
市

学
校
栄

養
士
会

が
実
施
し
た

「
食
事
に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー
ト
」

に
よ
る
と
、

好
き
な
帛

沚
は

、
カ
レ
ー

フ
ィ

ズ

・
混

ぜ
ご
は
ん
・

デ
ザ
ー
ト
で
、

新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、

早
い
も
の
で

Ｉ
ヵ
月
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
世

界
的
に
み
て
も
ア
メ
リ
カ
で
の

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
な
ど
市
民

生
活
を
脅
か
す
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

が
多
い
年
で
し
た
。
松
戸
市
内

で
も
、
路
上
強
盗
、
ひ
っ
た
く

り
、
痴
漢
な
ど
の
犯
罪
が
多
発

し
、
市
民
生
活
を
不
安
に
陥
れ

新松戸駅周辺でのパトロール

嫌

い
な
献
立
は
、
魚
料
理

・
野
菜

料
理
と
な

っ
て

い
ま
し

た
。

残
菜
も

カ
レ

圭

フ
ィ

ズ
や
肉

料

理
に
比
べ

る
と
、
魚

や
野
菜

料
理

の
方

が
多

い
傾
向
に

あ
り

ま
す
。

学
校
栄
養
士
会

で
は
、
栄

養
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

、
子

ど
も
に

も
好
ま
れ

る
魚
料
理

の
開
発
を
行

う
な

ど
、
魚
料
理
を

多
く
取
り

入

れ

る
よ
う

に
し

て
き
ま
し

た
。
苦

手
な
野
菜
類
は

、
歯
ざ
わ
り
や
彩

り
を
よ
く
す

る
等

、
お
い
し
く
食

べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
、

和
風

の
煮

物
や
豆

類
、
海
草
類
を

多
ぐ
使
坩
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千

葉
県

や
市

内
で
と
れ

る
食
材
を

使
用

し
た
料
理

（
い
わ

し

の
さ
ん
が
焼
き
、
ピ
ー
ナ
ッ

ツ

・
菜

の
花

・
小
松

菜
を
使

っ
た
あ

え
物
、
ネ

ギ

ー
カ
ブ
を
使

っ
た
み

そ
社

寺
）

を
給
食
の
献
立
に
取
口

入

れ
、

地
場
産
品
の
紹
介
を
し
て

い
ま
す

。

ま
し

た
。

市
民

の
皆

さ
ん

が
生

き
生
き

と
し

た
暮
ら
し

を
送

る
た
め
に

は
、
何

は
と

も
あ
れ
、

生
活

の

場
で

あ
る
ま
ち

が
安
全

で
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ

れ
は
私

の
一
貫

し

た
理

念
で

あ
り

、

昨

年
、
市

内
で
多
発

し
た
犯
罪

は
、

心
痛

の
種

で
し

た

。
そ

こ
で

、

手
を
拱

い
て

い
る

ば
か
り
で

は

な
く

、
市
と
し

て
何

か
で
き

る

こ
と

が
な

い
か
と
考
え

、「
市

民

生
活

安
全
対

策
本
部
」

を
設
置

し
、
犯

罪

の
増
加

が
懸

念

さ
れ

る
年
末

に
市

内
全
域

を
対
象

と

し
て

パ
ト

ロ
ー
ル
を
実

施
し

ま

し
た

。

常

盤
平

、
新
松

戸
、
小

金
原

、

東

部
の
各

地
区

で

は
、
住
民

の

皆

さ
ん
の

強

い
意
思

に
よ
ひ

自

楽

し

い

給

食

を

心

が

け

て

ア
ン
ケ

ー
ト
で

は
、

学
校
給
食

を
好
き
と
答
え
た
子

ど
も
は

八
五

％

お
り
、
理
由
と
し
て

「
お
い
し

い
≒

い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
出

る
≒

家
で
は
作

ら
な
い
メ
ニ
ュ
ー

が
出

る
」
。
ま
た
、
楽
し

い
と
答
え

た
子
ど
も
も

八
五
％

お
り

、「
友

達

と
話

が
で
き

る
か
ら
≒

楽
し

い
か

ら
」
と

い
う
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す

。

学
校

給
食

で
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
で

の
会
食

や
バ
イ
キ
ン

グ
給
食

等
を
実

施
し

て
、
楽
し

い
環
境
で

の
食
事
を

大

切
に
し
て

い
ま
す
。

昭和22 年…中部小 、南部小 、矢切小 、高木

小、馬橋小でミルク給食開始

昭和23 年…北部小でララ物資（アジア救援

公認団体）による補助給食開始

昭和24 年…小学校数校で週3 回 の給食開始

昭和40 年‥･小 学校全校で週ら回の給食開始

昭和51 年…米飯給食導入

平成 ２年…弁当併用選択方式による中学校

給食試行開始（古ケ畸中、小金北中）

平成 ７年…中学校全校で給食開始

ら
地
区

生
活
安

全
対
策
本

部
を

立
ち

上
げ
、
独

自
に
防
犯

パ
ト

ロ
ー
ル
を
行

っ
て

い
た
だ
き
ま

し

た
。
町
会

・
自
治
会

、
防
犯

指
導

員
、
消
防

団

の
皆
さ
ん
を

は

じ
め
関
係
各

位
に

は
、
年
末

の
大
変
忙
し

い
中
を

パ
ト

ロ
ー

ル

に
ご
協
力

い
た
だ

き
、
心

か

ら

感
謝
申
し
上

げ
ま

す
。

こ
の
防
犯

パ
ト

ロ
ー
ル
に

つ

い
て
は
、
実

施
に
合

わ
せ
て

一

一
〇
番
通

報
が
減

っ
た
と

の
こ

と

で
、
一

つ
の
成
果

が
Ｌ
」
が
っ

た

も
の
と

考
え

ま
す

。
ま
た

、

1
2月
3
0日

に
は
、
年

末
年
始
火

災

特
別
警
戒

中

の
西

口
消
防
署

の
職
員
と
市

民

が

Ｉ
緒
に

ひ
っ

た
く
り
犯

を
捕
ま
え

た
と

い
う

報
告
も

あ
り
ま
し

た
。

し
か
し

、
こ

の
よ
う
な

直
接

日本で初めて学校給食が実施されたの

は明治22 年、山形県鶴岡市の私立志愛小

学校で､ 貧困児童を対象に行われました。

その後、日蔗口21年12 月24 日に東京 一

千葉・神奈川で試験給食が開始されまし

た。この日が戦後の給食開始日となりま

したが、冬休みになるため、1ヵ月後の

1月24 日を給食記念日とし、この日から

1週間が「全国学校給食週間」となりま

した。

弁
当
併
用
選
択
メ
ニ
ュ
ー

市
で
は
平
成
２
年
度
か
ら
、
全

国
に
先
駆
け
て
「
弁
当
併
用
選
択

メ
ニ
ュ
ー
方
式
」
に
よ
る
中
学
校

給
食
を
開
始
し
ま
し
た
。

小
学
校
で
身
に
つ
け
た
望
ま
し

い
食
習
慣
を
基
礎
に
し
、
自
分
の

健
筆

状
態
に
応
じ
て
食
事
を
選
択

し
た
り
量
を
決
め
る
こ
と
で
、
自

己
管
理
能
力
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

庭
に
お
け
る
食
生
活
に
も
関
わ
り

を
も
ち
、
自
分
の
健
康
を
自
ら
っ

く
っ
て
い
く
力
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

的
な
成
果
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

今
回

の
「
市
民

生
活
安

全
対
策

本

部
」
設

置
の
最

大
の
成

果
は
、

市
民

の
皆
さ

ん
の
間
に

「
自
分

た
ち

の
ま
ち

は
白

分

た
ち
で
守

る
の
だ
」
と

い
う

力
強

い
自
主

防
犯

の
気
運

が
広
ま

っ
た
こ
と

に

あ
り

ま
す

。
私
は

、
こ

の
広

が
り

を
大
切

に
し
、「
安
全

で
安

心
し

て
暮
ら

せ
る
ま

ち
」
を
市

民

の
皆
さ

ん
と
協
働

で
築
ぐ

た

め
に
、
地
域

自
主
防
犯

組
織

の

全
市

的
な
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

づ
く

り
を

進

め
て

い
き

た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

こ

の

一
年

、
皆

さ
ん
の
生
活

が
平

穏
で

あ
り
、
希

望
に
満

ち

た
輝

か
し

い
年
で

あ
り
ま
す

よ

う

、
あ
ら

た
め
て

祈
念
申
し

上

げ
ま
す

。

明治22年の給食を再現（おにぎり・塩鮭・

菜の漬物）

望

ま

し

い

食

習

慣

は

、

毎

日

の

食

生

活

の

中

で

食

べ
る
こ

と
は
、
生
き
て

い
く

上

で
欠

か
す
こ

と
が
で
き
な

い
こ

と
で
あ
り

、
子

ど
も
た
ち

が
生
涯

健
康

で
過

ご
す
た
め
の
基
に
な

る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

学

校
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
ぐ
、

家

庭
の
理
解
と
協
力

が
欠

か
せ
ま

せ

ん
。

日

々
の
食
事
を
通
し
て
、
学

校

と
家

庭
が
連
携
を
密
に
自
分

の
健

康
を
考
え

た
食
生
活

が
で
き

る
よ

う

な
子

ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
く

こ
と

が
大
切
で
す
。

姓

を

め

ぐ

る

問

題

現
在
、
約
九
七
％

の
夫
婦

が

夫

の
名
字

（
姓
）
を
名
乗

っ
て

い
ま
す

。
女
性

が
改
姓
す

る
の

が
当

た
り
前

の
社
会

の
中

に
は

ど
の
よ
う

な
こ

と
が
あ
る
で
し

例
え

ば
、
結
婚
し

た
こ

と
を

知
ら
せ
る
必
要
が
な
い
場
で
も
、

改
姓
す

れ
ば
そ

れ
を
公

に
し
な

け

れ
ば
な
ら
ず
、
逆

に
女

性
が

婚
姻
前

の
姓

で
あ
れ

ば
結
婚
の

有

無
を
詮
索
さ
れ
る
な
ど
、
私

生
活
へ
の
干
渉
が
行

わ
れ
ま
す
。

結
婚
し

て
も
改

姓
し

な

い
男
性

は
そ
の
よ
う

な
形

で
干

渉
さ
れ

る
こ

と
は
な
く

、
社
会
の
中
に

女

性
の
個
人

情
報
が
さ
ら
さ
れ

て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
学
校
へ
提

出
す
る
書
類
の
保
護
者
欄
に
は

父

親
の
名

前
が
書
か
れ
、
結
婚

式
の
仲
人
の
挨
拶
は
男
性

が
行

う

の

が
一
般
的
で
す

。
こ
れ
ら

は
、
改
姓
し
な

い
男
性

が
夫
婦

や
家
族
を
代
表
し
、
改
姓
し
た

女
性
は
家
族
の
一
員
と
し
て
振

る
舞
う
一
例
で
し
ょ
う

。

こ
の
よ
う
に
、
男
女
が
対
等
、

平
等
の
関
係
に

あ
る
と
は
言

い

が
た

い
慣
習
は
さ
ま

ざ
ま
な
所

に
生
き
て

い
ま
す

。

そ

の
よ
う
な
こ
と
に
納
得

で

き
ず
、
改
姓
し
て
も
日
常
生
活

で
は
婚
姻
前

の
姓
を
名
乗

る
い

わ

ゆ
る
通
称
使
用
す

る
人

は
増

ホ ー ム ペ ー ジ

㈲ 加ww.intership.ne.jp/womens-c/yuu.matsudo/

メ ー ルyu ｕ.ｍａtｓｕdo◎ntership.ne.jp

閼 女 性 セ ン タ ー ゆ う ま つ ど

Q364 ―8778  H36 ∠I―7888

え
て

き
て
い
ま
す
が
、
姓
を
使

い
分
け

る
煩
雑
さ
や
ト
ラ

ブ
ル

を
被

る
の
は
改
姓
す
る
女
性
な

の
で
す
。

夫

婦

同

姓

の

歴

史

夫

婦
同

姓
は
一
八
九
八

（
明

治
3
1）
年

に
施
行
さ
れ
た
明
治

民
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ

で
の
婚
姻
と
は
、
妻

が
嫁

と
し

て
夫
の
「
家
」
に
入
籍
し
、

夫
の
「
家

」
の
氏
を
名
乗

る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
「
家
」

の
中
に
は
家
長
を
中
心
と
し

た

身
分
関
係
が
あ
り
ま
し
た

。

戦
後
、
民
法
は
改
正

さ
れ
、

個
人
は

「
家
」
と
言
う
制
度

か

ら
は
解
放
さ
れ
ま
し
た

が
、
夫

婦
同
姓
制
度
は
維
持
さ
れ
現
在

に
至

っ
て

い
ま
す

。

こ

れ

か

ら

の

社

会

内
閣
府
の
調
査
に

よ
る
と
、

夫
婦
そ
れ

ぞ
れ
が
通
称

使
用

を

含

め
て
婚
姻
前

の
姓
を
名
乗

る

か
ど
う

か
の
選
択

の
自
由

を
認

め
て
良

い
と
回
答
し

た
人

の
割

合
は
六
割
を
超
え

、
姓

を
め
ぐ

る
意
識
は
変
化
し

て
き
て

い
ま

す

。男
女

が
実
質
的

に
対

等
で
個

人
と
し

て
尊
重

さ
れ
、
ラ
イ
フ

ス

タ
イ
ル

の
自
由

を
保
障
す
る

方
向
へ
、
制

度
や
法
律

、
生
活

や
意
識
を
見

直
す

時
代
と
な

っ

て

い
る
で
し

ょ
う

。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ル ボ ソヽク ス を 設 蓙 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で さ れ ば 、連 絡

先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayonmatsudo@intership.ne.｣p

(12 月末現在の受信件数)フ ァクス765 件､メールフ07件

学校給食事始め

松戸市の学校給食の歴史



｢分譲マンション実態調査｣

の結果をお知らせします

都市型の居住形態として定着しているマンションですが、1つの建

物を区分して所有するため、区分所有者間で統一した意思決定をする

ことや建物構造上の技術的判断など 、建物を維持管理してい＜上で難

しい問題が多くあります。そのため、国は「マンションの管理の適正

化の推進に関する法律」を定めマンションの適正な管理を推進するた

めの楮置を講じたところです。

このような背景を踏まえ 、市内の分譲マンションの実態や問題点を

把握するため 、333 の管理組合に対しアンケート形式により調査を実

施したところ 、倡3 の管理組合から回答がありました（回答率5∠E.9％）。

この調査結果から見ると 、管理費のほかに修繕積立金もほとんどの

管理組合が毎月積み立てであり、将来の修繕に対する備えがある等、

大部分の管理組合は適正な管理の推進に努力しています。

しかし 、マンションの憲法といわれている管理規約については、そ

のモデルとなる 、建設省（当時）が作成した「標準管理規約」を知ら

ないと答えた管理組合が53 ％、「マンションの管理の適正化の推進に

圉する法律」を知らないと答えた管理組合が38 ％あったことなど、適

正な管理に圉する情報が不足している管理組合も多く見られます。

このようなことから 、市は 、管理組合や管理組合員からの求めに応

じた情報の提供や相談 、マンションに関する講習会の情報提供等を今

後とも実施していきます。

なお、調査結果の詳細については市のホームページをご覧＜ださい。

（URL　http:// ｗｗｗjｎ七ership.ｎｅ.jp/matsudo/)

讖ｲ主宅課登366-ﾜ366

主　な　調　査　結　果

’
事
を
再

現
。
参
加
者

が
共
同
で
調
理

・
試

食
し

、

一一
講
師
か
ら
当
時

の
話
を

聞
く

］
讌

叩
：
新
松
戸
郷
土
資
料
館
長

・
大
井
弘
好

氏

］
定
員
…
先
着
五
十
六
人

］
持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん

・
バ
ン
ダ
ナ
ま

一
た
は
三

角
き
ん

一
呑
用

：
無
料

‘
※
学
生

・
親
子
で

の
参
加

も
大
歓

迎

一

圃
電
話

ま
た
は
直
接
、
総
務
企
画
本
部

総
務

課

］（
市
役
所
新
館
四

階

容
3
6
6
・
7
3
0
5

）
　へ

日

時
：
２
月

９
日
比

午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
２
時

会

弔
：
市
民

会
館

内
容
・：
昔

な
が
ら
の

麦
飯
（
米

・
大
麦
）
や

サ

ツ
マ
芋
の
み
そ
汁

等
、
戦
中

・
戦
後

の

食
糧
難

の
時
代

の
食

※（　 ）内は回答数

千 葉 県 最低 賃 金 改 正 のお 知 ら せ

県内のすべての使用者および労働者( パート・

アルバイト等を含む) に適用される地域別最ｲ氏賃

金｢ 千葉県最低賃金｣ と 、特定の業種で働く労働者

に適用される｢産業別最低賃金｣が改正されました。

●千葉県最低賃金

日額5,408 円　時間額回6 円　発効日平成13 年

10月１日

●産業別最低賃金(7 業種)

市

立

博

物

館

で

博

物

館

実

習

（
平

成

１４

年

度

）
を

受

け

付

け

ま

す２
月
１
日
原
～
Ｈ
日

印

実

習

期
間
８
月
～
９
月
　

対
象

博
物
館

法
施
行
規
則
第
一
条
第

一
項

第
五

号
に
規
定
さ

れ
て

い
る
博

物
館
実

習

の
単
位
取
得
を
希
望
す

る
人

定
員
十
五
人
程
度

固
博
物
館
言

云
係

容
3
8
4
・
８
２
７

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

事

項

に

関

す

る

縦

覧

大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法

に
基

づ
き
提
出
さ

れ
た
大
規
模
小

売
り

店
舗

の
変
更
事
項

の
概
要
を

、
縦

覧
で
き
ま
す

。

①
常
盤
平
京

成
ビ
ル

（
シ

ー
ト

ゥ

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
㈱
）
　
変

更
内

容
閉
店
時
刻
　

縦
囂

期
限
３
月
1
5

日
原
②
新
松
戸
中

臾
開
発

ビ
ル
（
㈱
ダ

イ

エ
ー
ほ

か
）
　

変
更
内
容
店
舗

面
積
、
駐
車
場

・
駐
輪
場

の
収
容

台
数
、

開
店

・
閉
店
時

刻
、

駐
車

場
を
利
用
す

る
こ

と
が
で
き

る
時

間
帯
　

縦
囂

期
限
３
月
2
0日

水

①

晏
と

も
縦

覧
場
所

商
工

観
光
誅

固

商
工

観
光
課
ａ

瑚
・
7
3
2
7

開
催
日
…
２
月
９
日
出
午
後
１
時

3
0分
～

４
時
3
0分

会
場
…
市
民
劇
場

プ
ロ
グ
ラ
ム
…

●

基
調
講
演
「
舟

運
の
魅
力
を

探

る
」講
師

＝
日
本

大
学
理
工

学
部
交

通
工

学
科
教
授

二
二
浦
裕
二
氏

●
Ｖ

Ｔ
Ｒ
上
映

水

上

バ
ス
か
ら
見
る
江

戸
川
の

自

然
と
環
境

（
小

学
生
の
体

験
乗

船
の
模
様
を
紹
介
）

●

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン

「
江
戸

川
舟

運
の
可

能
性

～
事

例

に
学

ぶ
」

「
江

戸
川

舟
運
」
に
つ
い
て
、
歴

史
的
背
景

や
国
内
外

の
舟
運
の
事

例
、
環

境
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ

い
て
、

流
域
市
区

の
市
民

・
学
識

経
験

者
・
舟

運
事
業

者
な
ど
冬
椪

な
視
点

か
ら
検

証

一

パ
ネ
リ

ス
ト

＝
ま

つ
ど
観
光

大

使

・
石
ヒ
瑠
美

子
氏
、
関
宿
城
博

物
館

学
芸
員

・
島
田

洋
氏
、
自
然

江戸川での船の航行を規制します

東京都江戸川区東篠崎咫にある江戸川

水閘（すいこう）門が老朽化のため、修

繕工事を行います。そのため3 月中旬ま

で船の航行規制がありますので、ご注意

ください。

圖国土交通省江戸川河口出張所酋03 －

3679-1460

まだまだ寒～いこの季節、みんなで鍋をつついてみては…

「七福神鍋コンテスト」が昨年の12 月16 日、松戸地域職業訓練センター「テクノ21 」で開

催され、レシピ審査で予選を勝ち抜いた「7組が自慢の［床を競い合いました。最優秀の市長賞を

受賞したのは、「三村新町町会お袋・七福神」（代表・渡部澄子さん）が作った「タンゴ丸め

て、旦那（だんな）鍋』です＝写真＝。

また、会場内では市内の地場野菜の即売会、観光協会、福

祉施設で作った作品の即売会が行われ、500 人余りの人で 、

にぎわいました。

この鍋を市民の皆さんも味わえるよう 、レシピをご紹介し

ます。ご家庭で試してみてはいかがでしょうか。

※七福神鍋についてはホームページでもご覧いただけます。

URL　http:// ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp厂ｍ.kankou

麭商工観光課≪366 ―｢ｱ32｢ｱ

『タンゴ丸めて、旦那鍋』レシピ（5人分）

松

戸

市

観

光

協

会

推

奨

品

等

の

募

集

松

戸

市

観

光

協

会

で

は

、
市

内

の

観

光

資

源

や
施

設

、
物

産
品

を

総

合

的

に

育

成

す

る

た

め

、

そ

の

中

で

優

秀

な

も

の
を

推

奨

し

て

い

ま

す

。

推

奨

さ

れ
た

も

の

に

は

推

奨

状

、
推

奨

プ
レ

ー
ト

を

お
渡

し

、

推

奨

さ

れ
た

こ

と

を

普

及

、

宣

伝

に

使

用

す

る
こ

と

が
で

き

ま

す

。

対

象

①

観

光
資

源

（
郷

土

芸

能

・
郷

土

文
化

・
無
形

文

化

財

な

ど
）

②

観

光

施
設

（
歴

史

的

な

寺

社

・

店

舗

・
史
跡

な

ど

）
③
物

産
品

玉

産

物

・
特

産

品

な

ど
）

匣

２
月
2
8
日

水

ま

で

に

、

所

定

の

推

奨

審

査

申

請

書
に

審

査

料

（
観

光

資

源

・
観

光

施

設

一

万

五

千

円

、

物

産

品

一

万

円

）
を

添

え

て

直

接

、

松

戸

市

観

光

協

会
事

務

局

（
京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

第

ニ

ヒ

ル
四

階
松

戸

市

役

所

商

工

観

光

課

内

登
3
6
6・
7

3
2
7

）
　へ

④いわしタンゴ

イワシのすリ身100g 、みそ大さじ1 、ネギ

1/3 本を みじん切りにして混ぜ合わせ、タンゴ

にする。

⑤巾着（きんちゃく）

ヤマイモ100g を すりおろしたものに、シイ

タケのみじん切り 、ネギのみじん切り少々 、塩

少々を合わせ油揚げに詰める。

⑥仕上げ

かつお節､ 昆布､ 干しシイタケ、鵄のもも肉

200g で 、だしをアカップ取り 、しょうゆ適量

を入れ、白菜・小松菜・シイタケ・矢切ねぎと

①～⑤を入れて煮る。

パ

ー

ト

看

護

婦
（
士

）
募

集

対
象
六
十
歳
く

ら

い
ま
で
の
看

護
婦
（
士
）
お
よ
び
准
看
護
婦
（
古

の
有
資
格
者
　

業
務

円
容
市
立
小

中
学
生
の
結
核
検
診

事
業
　

勤
務

期
間
４
月

中
旬

～
６
月
　

勸
蘓
場

所

巾
立
小

中
学
校
　

募
杲

人
数
若

干

名
圖
保

健
体
育
課

公
3
6
6
・
7
4
5
9

①レンコン、エビダンゴ

ａレンコン130g を おろす。ｂエビ509 を た

たいで細かくする。ａとｂを混ぜ合わせ、そこ

に白玉粉大さじ６、かた＜リ 粉大さじ６、塩

少々を入れ、タンゴにする。

②肉、ニラダンゴ

ひき肉1009 、小 麦粉150g 、ゴマ油大さじ1 、

しょうゆ犬さじ2 、水大さじ2 、ニラ半束をみ

じん切りにして､全 部混ぜ合わせタンゴにする。

③ カボチャタンゴ

カボチャ2009 を電 子レンジ(600 ｗ)でﾜ 分 加

熱 、皮からスプ ーンで身を削ぎ取り、かたくリ

粉を耳たぶの硬さになるように様子を見ながら

入れ、タンゴにする。

戦
時
中
の
食
事
体
験
講
座

業　種 日　額 時間額

調味料製造業 印10 円 ﾜ64 円

鉄 鋼 業 6,321円 ﾜ91 円

一般機械器具製造業 6,243円 ﾜ81 円

電気機械器具製造業 6,210円 ﾜ刀円

精密機械器具製造業 6,098円 ﾜ63 円

各種商品小売業 5.961ﾜ円 ﾜ46 円

自動車新車小売業 6,183円 刀3 円

発効日平成13 年12 月25 ヨ

圖千葉労働局賃金室容O∠旧一22卜2328 、2∠聴 間テ

レホンサービスS043-221-4ﾜ00

通
信
社
主
宰
・
田
中
利
勝
氏
、
日

本
大
学
教
授
・
三
浦
裕
二
氏
、
江

戸
川
流
域
交
流
会
事
務
局
・
横
山

清
美
氏
、
海
洋
商
船
㈱
総
務
部
長

・
吉
本
玉
子
氏

一
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
剛
リ
バ

ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
理
事

長
・
松
田
芳
夫
氏

費
用
…
無
料

崇
参
加
希
望
の
人
は
当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

圈
商
工
観
光
課
S
3
6
6
・
7
3
2
7

松

戸
市

・
市
川

市

・
葛

飾
区

・
江

戸

川
区

の
二
市
二
区

で
は

、
貴
重
な

自
然

と
歴

史
文
化

に
恵
ま
れ

た
江

戸
川
下

流

。

で

の
舟

（
水
上

バ
ス

）
の
運
航
と
そ

の

活
用

に
つ

い
て
、
歴
史

や
文
化

・
観
光

な

ど
さ

ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
検
討

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
を
閧
催
し

ま
す

。

市

民

の
皆

さ
ん
の
参
加

を
お
待

ち
し

て

い
ま
す

。

江
戸
川
下
流
舟
運
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

舟

～
ふ
と

町
と

歴
史
（
と
き
）
を
つ
む
ぐ
も
の

管理規約の有無

管理規約の作成者

標準管理規約について

修繕積立金制度の有無

修繕積立金負担額の決定方法

大規模修繕の実施状況

大規模修繕の実施予定

マンション管理適正化法

について

入属者固のトラブル

屐優秀作品のレシピをお届けしますコンテスト



確
定
申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
等
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
自
分
で
正

し
く
作

成
し
て
い
た
だ

く
「
自
書
申

告
」

を
推
進
し
て
い

ま
す

。

確
定

申
告
書
等
を
作

成
す
る
人
の

た
め

に
、
税
務
署
や
下

記
会
場

で

記
載
方

法
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で

、
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

固

松

戸
税
務
署
ａ
一ｔ一
・
1
1
7
1

新
し

い
申
告
書
は
、
手
引
き
の

「
計
算
欄
」
で
計
算
し
て
申
告
書
に

写

す
だ
け
で
作
成
で
き
ま
す

。
ま

た
、
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場

で
は
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
を
使

っ
て
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

ぜ
ひ
、
ご
自
分
で
作
成
し
て

み
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
国
税
庁

タ
ッ

ク
ス

ア
ン

サ
ー
ホ

ー
ム

ペ
廴

ン
に

「
申

告
書

計
算
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
コ

ー
ナ

ー
」

平
成
1
2年

度
の
行

政
監
査

結
果

の
概
要
を
次

の
と
お
り
公
表

し
ま

す

。平
成
Ｂ
年

い１１一
月
2
7日

松
戸
市

監
査
委

員

同同同

中
西
　
　
務

川
村

幸
信

松
崎

国
忠

岡
本
　
和
久

監

査

の

テ

ー

マ

学
校

の
管
理

運
営
に
つ

い
て

○

監

査

の

方

法

市
立
小
中

学
校
六
十
八
校
の
う

ち
、
小

学
校
二

校
及

び
中
学
校
二

校
を
抽

出
す

る
と
と
も
に
、
抽
出

さ

れ
た
四

校
及

び
教
育

妛
員
会

か

ら
資
料

の
提
出

を
求

め
、
監
査
を

実
施
し

た
。

○

監

査

結

果

の

概

要

①

校

務
の

分

掌

に

つ

い
て

校
務
分
掌

と
は
、
校
長
が
学
校

教
育
法

第
二

八
条

第
三
項

に
基
づ

き
、

教
職
員

が
校
務
を
分
担
し
、

を

設

け

て

い

ま

す

の

で

、

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

Ｕ

Ｒ

」
　
=
　ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
ぺ
w
w
w
.

ｔ
ａ
ｘ

ａ
ｎ
ｓ
ｅ
ｒ
.ｎ

ｔ
ａ
.ｇ
ｏ
. ｊ
ｊ
）

申告書Ａ･･･給 与 収入 、

年金収入 、配当 金や

保険の受 け取りな ど

の収入がある人 が使

えます。

申告書Ｂ･‥すべての

人が使え ます。な お 、

分離課税用申 告書と

損失申告書は 別表に

なりまし た。

処
理
す

る
た

め
の
組

織
を
定
め
、

教
職
員
に

校
務
を
分

担
処
理
さ
せ

る
こ
と
を

い
う

。

学
校
に

お
い
て
、

い
か
な
る
校

務
分
掌
組

織
を
設
け

る
か
に

つ
い

て
は
学
校

の
規
模
、
職
員
構
成
、

教
育
目
標

や
地
域

の
事
情
等
に
応

じ
て
、
調
和

の
と
れ
た
学
校
運
営

が
行
わ

れ
る
に

ふ
さ
わ
し

い
校
務

分
掌
組
織
を
設
け

な
け
れ

ば
な
ら

な

い
。

し

か
し
な

が
ら
、
こ

の
た
び
調

査
し
た
四

校
の
校
務
分
掌
に
は
、

明
示
す

べ
き
分

掌

争
項

ご
と
の
具

体
的
業
務
内
容

が
記

載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
適
正

な
校
務
分
掌
と
は

い

え
な

い
。

よ

っ
て
、
早

急
に
校
務
分
掌

の

見
直
し
に

つ
い
て
検
討

さ
れ
た

い
。

な
お
、

教
育

妛
員
会

に
あ

っ
て

は
学
校

の
校
務
分

掌
の
見

直
し
に

つ
い
て
、
適
切

な
指
導
を
さ
れ
た

い
。
②

文

書
管

理

に

つ

い
て

申 告と 納税は

所得税…2/16

～3/15

贈与税…2/1 ～

3/15

消費税…1/1 ～

4/1

(土・日曜日・

祝日を除く)

３
月

に
入

る
と
税
務
署

が
大

変

込
み
合

い
ま
す

。
早

め
に

お
い
で

に
な
る
か
郵
送
に
よ

る
提
出
を

お

願

い
し
ま
す
。
税
務
署
窓
口

で
の

申
告
書
等
の
提
出
は
、
平
日

の
午

前
８
時
3
0分
か
ら
午
後
５

時
と
な

り

ま
す
。
時
間
外
お
よ

び
閉
庁
日

の
申
告
書
等
の
提
出

は
、

時
両
外

収
受

箱
を

ご
利
用
ぐ
だ

さ
い
。

ま
た
、
給
与
所
得
者
等

の
還
付

申
告
に
つ

い
て
は
２
月
1
5囗
以

前

で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

。

な
お
、
松
戸
税
務
署

の
駐

車
場

は
、
確
定
4
1告
用

の
プ
レ
（

ブ
設

置
の
た
め
４
月
下
旬
ま

で
利
用

で

き
ま
せ
ん

。
電
車

・
バ
ス
等

で
ご

来
署
く
だ
さ

い
。

起
案
は
起
案
用
紙
を
用

い
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定

さ
れ
て

い

る
が
、
起
案
用
紙
を
全
ぐ

使
用

し

て

い
な

い
、
さ
ら
に

は
、

発
送
文

書
に
鑑
を
付
け
て

い
な
い
、
市

長

が
定
め
た
分
類
番
号

を
使

用
し

て

い
な

い
、
年

院
別
を
明

ら
か
に
す

る
た
め
の
年
度
区
分

紙
を

使
用

し

て

い
な

い
、
廃
棄
処
分
を
行
う

に

つ
い
て
、
校
長

の
承
認

を
受
け

な

い
等
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

速
や
か
に
是
正
措
置
を

講
じ
る
と

と
も
に
今
後
は
適
正

な
事
務
処
理

に
努
め
ら
れ
た

い
。

な
お
、

教
育
委

員
会

に
あ
っ
て

は
学
校

の
事
務
処
理

が
適
正

に
行

わ
れ

る
よ
ヶ

指
導

さ
れ
た

い
。

③
備

品

の

管

理

及
び

運

用

に

つ

い
て備
品
現
在
高
調
書

と
現

物
と
の

検
証
を
行

っ
た

結
果
、
四

校
ど
も

多
数
の
現
物
所
在
不
明

備
品

が
見

受
け
ら
れ
た

。

匁
枝

の
校
長

は
、
こ

の
事
実
を

厳
粛
に
受
け
止

め
、
今

後
の
備
品

の
管
理
及

び
運
用
を

適
正

に
行

つ

よ
う
強
く
要
望
す

る
。

一
方
、

教
存

妛
員
会

に
お

い
て

税務署以外の申告書作成会場（松戸）

広域還ｲ寸申告センター

撒里士の無料相談

り務署の出張相談

期日 相談時間

会　場

新松戸

市民セ
ンター

常盤平

市民セ
ンター

ボックスヒ
ル8階( 松

戸駅ﾋﾞﾙ)

2/7 W
※
ヒ 午

来 ル 前
場 は ９
者 午 時

多 前30
数10 分
の時～

握 か 正
。 ら 午

開` ｀
旱 始 午
め ゛ 後
に　 １

締　 時

め　～
切　4

る　 時
一
二　（と　 た

が　 だ
あ　 し
リ　　｀

ま　 ボ
す　 ッ

゜　ク
ス

★

8窗 ★ ★

12 ㈲ ★

13㈲ ●

14 ㈲ ● 關■
●●

15 ㈹ ● 讎■
膕■

18㈲

19 ㈹ ●

20㈲ ●

21㈲ ●

22窗 ●

25眄 ●

26㈹ ●

X7㈲ ●

28困 ●

は
各
校
の
備
品

の
管
理
及

び
運
用

に
対
す

る
管
理
指
導
体
制

が
極
め

て
不
十
分
で

あ
っ
た
と

い
わ
ざ
る

を
得
な

い
。

今
後
に
お

い
て

は
、
各

学
校
の

職
員
に
対
し
て
、
計
画
的
な

指
導

及
び
実
際
的
な
研
修
を
行

っ
な
ど
、

徹
底
し
た
管
理
指
導
体
制

の
倍

立

を
望
む
も

の
で

あ
る
。

④

防
災

に

関

す

る
事

務

手
続

き

に

つ

い
て

防
火
管
理
者

の
消
防
署

へ
の
未

届
け
及

び
遅
延
、

学
校
の
重
要

な

文
書
等

の
目
録
作

成
及

び
眤

隹
が

な
さ
れ
て

い
な

い
等

が
見
受
け

ら

れ
た
こ
と

か
ら
、
今

後
は
適
正

な

事
務
処
理
に
努

め
ら
れ
た
い
。

な
お
、
教
官

官

貝
会

に
お
い
て

も
学
校

の
防
災
に

関
し

て
、
管
理

指
導
を
行

つ
担
当

部
局

が
決

ま
っ

て
お
ら

ず
、
管
理

指
導

が
全
く
行

わ
れ
て

い
な

い
状

態
で
あ
っ
た
こ

と

か
ら
、
早
急
に

担
当

部
局
を

決

定
し
、
安
全
管
理

に
係

る
適
切

な

指
導
に
努

め
ら

れ
た
い
。

⑤

ま

と

め

学
校

の
管
理
運

営
に

つ
い
て
は

管
理
規
則
に

お
い
て
、
基
本
的
事

項

が
定
め
ら
れ
、
教
育

官

貝
会

と

学
校
の
関
係
を
明
示
し
て

い
る
。

こ
れ
に
よ
り
校
長
は

校
務
を

つ
か

さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
監

督
し

、

校
務
運
営
上

の
権
限
と
責
任

を
有

し
て

い
る
と
こ

ろ
で

あ
る
。

一
方
、
教
官

奮

貝
会
に

お
い
て

は
法
令
に
よ

る
命
令
、
指
示

あ
る

い
は
指
導
些

言
に
よ
り
、

学
校
の

適
正

な
管
理
運
営
を
支
援
す

る
形

態
と
な

っ
て

い
る
。
こ

れ
に

よ
り

、

学
校

が
教
育
機
関
と
し

て
主

体
性

を
持
ち
な

が
ら
、
最

終
的

に
は
教

育

青

貝
会

が
学

校
の
管
理

運
営
の

責
任
を
負
う
も

の
で
あ
る
。

特
に
注
視
す

べ
き
も
の
と
し
て
、

学
校

が
組
織
と
し

て
一
休

的
に
教

育
活
動

が
で
き

る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
校
務
分
掌

が
定

め
ら
れ
な
け

れ

ば
な
ら
な

い
が
、
こ

の
校
務
分
掌

の
作

成
及

び
決
定
過
程

が
不
明

確

で
あ

る
。
こ

の
た
め
、
学
校
の
管

理
運
営
全
て

の
項
目

に
つ
い
て
の

責
任
所
在

の
明

確
化

を
求

め
る
こ

と
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。

学
校

の
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
生

か
し
て
、
そ

の
能
力
を
発

揮
さ
せ

る
た

め
に
は
、
様

々
な
校

平
成
1
4年
１
月
１
日
現
在

、
市

内

に
事
業
用
の
償
却
資
産

を
所

有

し
て

い
る
個
人
ま
た

は
法
人

は
、

１
月
3
1日

米
ま
で
に
固
定

資
産
税

課
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
正

当

な
事
酊

が
な
く

申

告
し
な
か

っ
た
り
、

虚
偽

の
申
告

を
し
た
場
合
は

、
過
料

等
を
科

さ

れ
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご

注
意
く
だ

さ
い
。

圈
固

定
資

産
税
課
償
却
資
産
係

宍

3
6
6
・
7
3
2
3

公

団

の

空

き

家

賃

貸

住

宅

の

入

居

者

を

募

集

都
市
基
盤
整
備
公

団
で
は
、
人

居
者
の
募
集
を
年
四
回
行

っ
て
い

ま
す
。

①
１
月
2
5日
～
２
月
1
0日

②
４
月

2
5日
～
５
月
1
0日

③
７
月
2
5日
～

８
月
1
0日

①
1
0月
2
5日
～
ｎ

月
1
0

※
詳
細
は
、
募
集
案
内
書
を

ご
覧

く
だ

さ
い
。

膕

都
市

基
盤
整
備
公
団

募
集
セ
ン

タ
ー
松
戸
案
内
所

登
3
6
7
・
5
2
2

1

納期内の納付に
ご協力を

］
パ

ー

ト

看

護

婦
（

士

）
・

保

健

一
婦
（

士

）
・

歯

科

衛

生

士

・

助

産

婦

を

募

集

対

象

希
望

職

種

の
有

資

格

者

で

二

圉
科

衛

生
士

に

つ

い
て

は
週

四

日

」
以

上

働

け

る
人
　

業

務

内

容
看

護

一
婦
（
士

）
＝
検

診

・
予

防

接

種

業

務

、

一
保

健

婦

千

）
＝
検

診

・
相

談

業

務

匸

家

庭

訪

問

、
歯

科
衛

生

士

＝
歯

科

衛

生

業

務

、
助

産
婦

＝
家

庭

訪

問
・

※
市

内

の
医

療
機

関

に

勤

務

し

て

・
　

い
る
人

は

ご

遠

愬
ぐ

だ

さ

い
。

一・

務
を
分
担
す

る
組
織

体
膸
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
そ

の
透
明

性
を

維
持
し
、
効
果
的
、

効
率
的
な
学

校
の
管
理
運
営
を
行
う
こ

と
が
求

め
ら
れ

る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、

教
育

営

貝
会

と
学
校
と

の
応
答
に
対
す

る
指

導
や
受

け
皿

が
不
透
明

な
も

の
も
あ
る
こ

と
か

ら
、
ま
ず
、
現

に
あ
る
管

理
規
則

を
遵
守
し

て
い
こ
う

と
す
る
姿
勢

や
努
力

が
必
要

で
あ
り

、
ま
た
実

効
あ

る
体
制

づ
く
り

が
急
務
で
あ

る
。終
わ
り
に
、
今

後
学
校
の
管
理

運
営
に

つ
い
て

は
、
校
務
分
掌
、

学
校

組
織
及

び
そ

の
運
営
の
あ
り

方
に

つ
い
て
、

抜
本

的
な
見

直
し

を
図
り
、
全
て
の
学
校

の
職
員

が
、

そ
の
職
務

と
責
任

を
自
覚
し
、
学

校
の
自
主
性

ぽ
律

性
を
高
め
、
適

切
か

つ
効

果
的

な
学
校
運
営
に
努

力
さ

れ
る
よ
弓
期
待

す
る
も
の
で

あ

る
。

※
監
査

結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
。

行
政
資
料
セ
ン

タ
ー
で
閲
覧

が

で
き
ま
す
。

圈

監
査
委

員
事
務
局

昔
3
6
6
・
７
３

新規購入視聴覚教材を貸し出します

「

歌

の

町

」
の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線

局
の
試
験
放

送
と
し
て

流
し

て
い
る
「
歌

の
町
」

の
放
送
時
間

が
、
２
月

１
日
～
４

月
3
0日

の
間
、
午

後
５
時
に
な
り

ま
す

。

崑

防
災
課

容
3
6
6
・
7
3
0
9

会議開催のお知らせ

会議名 日　時 会　場 傍聴定員 袒当課

松戸市学校施設整

備推進協議会

1/26 (土)午前9

時30 分 か ら

小金中学校ラン

チルーム

15人程度

(当日先着)

教）企画管理室S366-7455

松戸市児童福祉懇

話会(第5回)

1/29(火)午後1

時から

市役所新館7階

犬会議室

20人

(当日先着)

児童福祉課

登366-7347

松戸市高等学校入学資

金貸付等選考委員会

2/7(木)午後1

時30分から

市役所新館5階

市民サロン

10人

(当日先着)

児童福祉課

45366―7347

介護保険運営協議

会

2/12(火)午後2

時から

市役所新7階

大会議室

15人程度

(当日先着)

介護支援課

登366-7343

このほか、16ミリフィルム合計384 本のフィルムを所蔵し

ています。子ども会・町会・学校・サークルなどの研修活動

にご利用ください。

※16 ミリ映写機貸出には16 ミリ映写機操作技術講習会の修

了証が必要です。講習会は毎年夏に実施しています。詳細

はお問い合わせください。

讖社会教育課市民文化係o366―7462

監
査
結
果
の
公
表

～
「
申
告
書
」
が
二
種
類
に
～

松戸税務署
松戸市小根本53-3　登363-11ﾜ1

●広域還付申告センター（ll）では、給

与所得・年金所得者で医療費控除など還

付申告を受ける人を対象とした申告書作

成指導を行います。

●申告書は自分で記載していただきます。

●申告書作成会場においでになる人は、

使い慣れた計算器具・筆記用具・前年の

確定申告書・決算書等の控え、その悁申

告に必要な書類および印鑑をご档参＜だ

さい。

●消費税・贈与税一譲渡所得などの相談

は、税務署をご利用ください。

●各会場とも、お車での来場はご遠慮く

ださい。

１月31日團は固定資

産税・都市計画税（第

4期）の納期限です。

納め忘れのないよう

にお願いします。

圜収納課登366-ﾜ325

一
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

一
　
　

の
申
告
は
お
早
め
に

圖

保
健
福
祉
課

保

健
係

昔
3
6
6
・

７
４
８

″Ｄ

午
前
９

時
こ
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
（
た
だ
し
、
ボ
ッ
ク
ス

ヒ
ル
は
午
前
1
0時
か
ら
開
始
）

※
来
場
者
多
数
の
場
合
、
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

1
6
ミ
リ

フ

ィ
ル
ム

種類 タイトル 内　容 時間

回
章

jy

守ろう！みんなの大切な命 家庭生活関係 20分

夏少女 平和関ｲ系 95分

いじめを考える　いじめを克服

する
青年関係 15分

いじめ　揚歳のMessage アニメ 25分

私白身を見てください 同和関係 2ﾜ分

未来は僕らの手口～生活と地球

環境～
その他 28分

ハツピーウォーク その他 28分

ﾌ 拓
ド そして出発 同和関ｲ系 54分



』゛

ａ
ｕ

惱

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

縮

緬

布

で

お

雛

様

を

作

る

」

２
月

９
日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
テ

ン
ト
小
屋

（
東
葛
飾
合
同
庁

舎

圍
）

内
容
縮
緬
布
で

ポ
プ
リ
入

り
の
お

雛
様
を
作

る
　
定
員
先

着
十
八
人

費
用
千
三
百
円

毘
電
話

崟
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
松

戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
テ
ン
ト
小

屋

公
3
6
7
・
8
8
8
9

隰
3
6
7
・
8
8

2
7
へ

初

心

者

き

も

の

着

付

け

と

生

活

マ

ナ

ー

講

座

２
月
６
日
～
４
月
2
4
日
の
毎
週

水
曜
日

〔
全
十
二

回
〕

午
後
１
時

～
４
時

会
場
小

金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

内
容

‐１履

着
か
ら
晴
着
ま

で
、
き
も

の
を

一
人

で
着
て
帯
結

び

が
で
き

る
楽
し

さ
を
学
ぶ
　

費

用
一
万
三
千
八
百
円

※
持
ち
物
は
お
問

い
合

わ
せ
を

圃
電

話
で
松
戸
生
活
文
化
協
会

・

安
達

昔
3
4
3
・
6
8
9
8

へ

魚
の
お
ろ
し
方
教
室

２
月
６
日
(
水
)
・
７
日
(
木
)
午
前
1
0

時
～
正
午
会
場
中
央
保
健
福
祉

セ

ン

タ

ー
料

理

教

室
　

内

容

ア

ジ

ー
イ

ワ
シ

ー
サ

バ
の
お
ろ
し
方

と
盛
り
付
け
方
　

講
師
松
戸
鮨
商

同
業
組
合
長

・
東

昭
次
氏
　

定
員

各
日
先

着
二

十
四
人
　

持
ち
物
エ

プ
ロ
ン

・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん
二

枚

・
密

閉

容

器

・

ビ

ニ

ー
ル

袋

費
用
九
百
円

（
材
料

宮

圃
電
話
で
消

費
生
活
課
a
3
6
6・
7

3
2
9

へ

【
】
や

さ

し

い
囲

碁

入

門

２
月
３
日
～
３
月
３
日
の
毎
週

日
曜
日

〔
全
五

回
〕
午
後
３
時
～

５
時
3
0分

会
場
日
本

棋
院
松
戸

生
涯

学
習
支

部
（
新
京

成
五
香
駅

下
車
徒
歩
六
分
）
　
内
容
ミ
ニ
盤

か
ら
　

定
員
十
人
　

費
用
二

千
五

百
円
圃
電
話
で
松
戸
生
涯
学
習
支
部
入

門
サ

ー
ク
ル

・
岩

島

登
3
8
8
・
3
0

2
2
へ

【
】
ス

チ

ー

ル

ド

ラ

ム

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

２
月
2
4日
収

午
後
１
時
3
0分
～

４
時

会
場
県
立

流
山
青
年
の
家

内
容
ス
チ

ー
ル

ド
ラ
ム
の
演
奏
と

手
ほ
ど
き
　

対
象

小
学
生
以
上
の

初
心
者

定
員
先
着
二
十
人

費

用
無
料

※
詳
細
は

お
問

い
合

わ
せ
を

圃
電
話
で
県
立
流
山
青
年
の
家

公

０
４
７
１

・
5
9・
2
0
0
4

へ

青年講座「日本の伝統食を学ぶ
～みそ・豆腐・そば～

①
２
月
４
日
(
月
)
、
３
月
４
日
(
月
)

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1
-
I

時
3
0
分

②

２

月
1
5

日
窗
、
３
月
1
5
日
(
金
)
午
前
1
0
時
～

Ｈ

時
3
0
分

③

２

月

５

日

天

、

３

月

８

日

窗

午
後

１
時

～
２

時
3
0
分
〔
各

舍

一
回
〕
　

会

場

①

女

性

セ

ン

タ

ー
ゆ
う
ま
つ
ど
②
常
盤
平
児
童
福

祉

館

③

野

菊

野

子

ど
も

館

内

容

子

ど

も

が

性

別

の

枠

に

は

め
ら

れ

ず

、

伸

び

伸

び

と

生

き

て

い
け

る

よ
う

に

、

子

ど

も

に

絵

本

の
読

み

聞

か
せ

、

大

人

を

絵

本

を

通

し

て

一
緒

に

考
え

る
　

定

員

先

着

親
子

卜

組
　

苣

田
無

料

圃
電

話

で

女

性

セ

ン

タ
ー

昔
3
6
4・

8
7
7
8

へ

口
建
設
技
術
展
示
館
共
催

成
人
講
座
「
建
設
技
術
の
麗

史
と
役
割
」

時間午後1日和O 分～3眄　瓮場建設技術展示
館（五香西6丁目） 定員先着60人　費用無料

圃電話で公民館'S368 一1214 へ

時間午後2時～4時　対象18歳以上30歳

までの人で全回参加できる人　会場女性セ

ンターゆうまつど　定員先着15人　費用材

料費2,000円（3回分）

惠電話で青少年会館容344一8556へ

会場県立現代産業科学館(市川市) 費用無料
圃当日会場で

固県立現代産業科学館公3｢ｱ9－2005

２
月
2
6日
内

・
2
7日

水
・
2
8日

附

〔
全
三
回
〕
午
前
1
0時
～
午
後

１
時
3
0分

会
場
市
民
会
館

対

象

車
内
在
住
で
六
十
歳
以
上

の
男

性

（
全
回
と
も
参
加
で
き
、
料
理

教
室
に
初
め
て
参
加
す

る
人
）

定
員
三

十
人

（
抽
選
）
　

費
用
千

五
百
円

匣
２
月

５
日

㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番
号

・
返
信
用

あ
て
名

を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
－
0
0
9
4

松
戸
市
上
矢
切
二
九
九

の
一

総
合

福
祉
会
館
内

松
戸
市
社
会

福
祉

協
議
会

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

内

「
熟
年
男
性

の
料
理

教
室
」
係

（
昔
3
6
2
・
5
9
6
3

）
　へ

［
］
家

庭

婦

人

卓

球

大

会

２
月
1
8
日
(
月
)
午
前
９
時
か
ら

会
場
運
動
公

園
体
育
館
　

内
容
ラ

ン
ク
別
団
体
縱
（
ト
リ

プ
ル
）
　
対

象

車
内
在
住

・
在
勤
の
女
性

費

用

一
人

六
百

円

圃
２
月
1
2
日
(
火
)
午
前
1
0
時
か
ら
、

運
動
公

園
武
道
館
会
議

室
で
行
う

組
み
合
せ
会
議
で
受
け
付
け

圈
家
庭
婦
人
卓
球

連
盟

・
安
田

昔

ｍ

・
3
7
3
0

［
］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

３
月

７
日
～
６
月
2
7日

の
毎
週

木
曜
日

（
祝
日
を
除
ぐ
）
Ａ

ク
ラ

ス
午
前
９
時

か
ら
、
Ｂ

ク
ラ

ス
午

前
1
0時
3
0分

か
ら
　

会

場
栗

ケ
沢

公

園
庭
球
場

対
象

市
内
在

住
・

在
勤
の
人

費
用

二
力
二
千
円
（
保

険
料
を
含
む
）

圃
２
月

５
日
天
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

・
希
望

ク
ラ
ス
・
返
信
用

あ
て
名
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
0
－
8

6
9
1

松

戸
北
郵
便
局

私
書

箱
一

二
号

松
戸
市
テ

ニ
ス
協
会

∴
平

木

（

登
囲
3
3
0
・
4
1
1
2

）
へ

【
】
社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

２
月
７
日
～
2
8日

の
毎

週
木
曜

日

〔
全
四
回
〕

午
後

７
時
2
0分
～

９
時

会
場
稔
台
市
民

セ
ン
タ
ー

内
容
若
手

プ
ロ
Ｂ

級
講
師
が
教
え

る
ク
イ

ッ
ク
と

パ
ソ
ド
ブ
レ
　

費

用
四
千
円

※
中
級
程
度

の
男
性

歓
迎

圃
電
話
で
ル
ビ
イ

ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
・
芹
澤

容
3
6
6
・
8
7
2
5

へ

真

味

の

会

料

理

教

室

２
月
３
日
(
日
)
午
後
１
時
～
４
時

会

場
新
松

戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内

容
イ

ワ
シ
入
り

ロ
ー
ル
キ
ャ

ベ
ツ

・
小
豆
栗

粥
、
ア

ボ
カ

ド
寒
天
寄

せ
　

費
用

七
百
円

圃
１
月
2
9
日
(
火
)
ま
で
に
、
電
話
で

作
田

昔
3
3
5
・
0
3
7
7

へ

［

］
松

戸

市

野

球

協

会

大

会

参

加

申

し

込

み

受

け

付

け

２
月
1
0
日
(
日
)
午
前
９
時
～
午
後

３
時
　

会
場
運
動
公

園
武
道
館
会

議
室
　

対
象
市
内

在
住
の
人
で
構

成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ま
た
は

市

内
同

一
事
業

所
の
勤
務
者
で
構

成
さ
れ
た
会

社
・
官
公
庁
チ

ー
ム

費
用
年
三
万
円

（
当
日
会
場
で
）

固
松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下
a

3
6
2
・
8
2
6
9

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

講座名 日　　時 定員 費　用

初めてのWindows
2/1(金)･7(木)・8(金)･14(木)･15(金)
･21(木)･22(金)･28(木)

午前9時30分～午後O時30分 各先
着
10
人

24,000円

(20,000 円)

Word を使 った文

書作成講座

2/1(金)・7(木)・8(金)・14(木

)午後1時30分～4時30分 12,000円
(10,000 円)Excel を使った表

計算講座

2/15(金)・21(木)・22(金)・28(
木)午後1時30分～4時30分

※費用のうち Ｏ 　内は当会員事業所または団体会員のメンバーの場

合です。受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

Ⅲ1 月25 日記午前9時から、費用を持って直接、松戸職業訓練セン

ター「ﾉ」佐原1 の19 の3 、H349  ― 3200) 窓口へ

【
】
市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

選

手

権

大

会２
月
1
0日

賄
午
前
1
0時
2
0分
集

合
　

会
場
サ

ニ
圭

フ
ン
ド

ボ
ウ
リ

ン

グ
場

対
象

市
内
在

住
・
在

勤

・

在

学

（
小

学
生

以

上

）

の

人

定
員
先
着
八
十
四
人
　

費
用
一
般

二

千
五
百
円

・
小
虫

咼
校
生
千

五

百
円

、
決
勝
七
百
円

※
予
選
四

ゲ
ー
ム
、
決

勝
ニ

ゲ
ー

ム
の
ト

ー
タ
ル
ピ

ン
で
順
位

決

定
匣
２
月
１
日

童
ま
で
に
、
費
用

を

添
え
て
市
内
各

ボ
ウ
リ
ン

グ
場
へ

固
松

戸
市

ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
・
上

田

容
0
9
0
・
３
２
０
７

・
4
6
2
3

２

月

５

日

～
2
6
日

の
毎

週

火

曜

日

〔
全

四

回

〕

午

前
1
0
時

土

止
午

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー

丱

つ
ま

つ

ど

内

容

地

域

・
家

庭

・
学

校

の
関

わ

り

や

子

ど

も

の
問

題

に

関

す

る
学

習

に

つ

い
て

話

し

合

い

な

が
ら

学

習

計
画

を

作

成

し

、
そ

の
後

の
講

座

に

参

加

対

象

地

域

や
教

育

に

つ

い
て

の
学

習

に

関

心

の

あ

る
人

定

員

先

着

十

人
　

費

用

無

料

※

保

育

あ

り

（
二

歳

以

上

、

お

や

つ
代

二

百

円

）

圃
電

話

で

青

少

年

会
館

’一一
3
4
4
・
８

［
］
国

の

教

育

ロ

ー

ン

（
国

民

生

活

金

融

公

庫

）

「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」

は
、
教

育
の
た

め
に
必
要
な
資

金
を
融
資

す

る
公

的
制
度
で
、
入

学
金
や
授

業
料
、
教
科
書

・
参
考

書
代

な
ど

入
学
時

の
費
用

や
、

ア
パ
ー
ト
の

敷
金

・
家
賃
な
ど

の
在

学
中

の
費

用
に
も
広
く
使
え
ま
す

。

貸
付
額
二

臼
万
円
以
内

（
返

済

期
間
は
十
年
以
内
）
　

金
利

年
一

・
七
％

（
固
定
金
利
、
平

成
Ｂ
年

1
2月
現
在
）

を
詳
細
は

お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

圖
国
民

生
活
金
融
公

庫
松

戸
支
店

登
3
6
7
・
１
１
０
びＩ

県

立

我

孫

子

高

等

技

術

専

門

校

生

徒

募

集
（
追

加

募

集

）

入
校
選
考
日
２
月
1
2
日
(
火
)
募

集
科
目
機
械
製
図
科
②
Ｏ
Ａ
事

務
科

定
員
①
十
二
人
②

六
人

出
願

資
格
高
等

学
校
卒
業
程
度
の

学
力
の
あ
る
三
十
歳
ま
で
の
人

試
験
科
目
国
語
・
数
学
・
適
性
検
査
・
面
接
　

願
書
受
付
締
切
日
１

月
3
1日

水

固
県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

登
０
４
７
１
・
8
4
・
6
4
1
1

茨

城

県

自

然

博

物

館

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

任
期
平
成
1
4
年
４
月
１
日
か
ら

二
年

間

内
容
イ

ベ
ン
ト
や
年
三

回
程

度
開
催

さ
れ
る
企
画

展
へ
の

ア
イ

デ
ア
や
意
見

、
ア
ン
ケ

ー
ト

へ
の
回
答

。
博
物
館
サ

ー
ビ
ス
に

関
す

る
意
見

・
提
案
等

定
員
五

十
人
程

度

糸
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圃
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
登
録

申
請

書
を
請
求
し

て
く

だ
さ

い
。

固
茨
城
県
1
1然
博
物
館

登
０
２
９

７

・
3
8・
2
0
0
0

隰
０
２
９
７

・
3
8・
1
9
9
9

県

立

現

代

産

業

科

学

館

展

示

解

説

員

を

募

集

一
次
選
考
２
月
1
4日
困
午
前
1
0

時
か
ら
　

二
次
選
考
２
月
2
0日

水

午
前
1
0時
か
ら
　

会
場
県
立
現
代

産
業

科
学
館

（
市
川
市
）
　

募
集

予
定
人
数
若
千
名
　

応

募
資
格
昭

和
5
2年
４
月
２
日
～
昭
和
5
7年
４

月

１
日

に
生
ま
れ
た
人

※
採

用
決
定
後
、
五
日
間

（
３
月

中
）
の
研
修
が
あ
り
ま
す

。

※
応

募
方
法
等
、
詳
細
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圈
県
立
現
代
産
業
科

学
館

登
3
7
9
・

県立現代産業科学館

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会２
月
2
4
日
(
日
)
、
３
月
３
日
(
日
)
各

午
前

８
時
3
0分
か
ら
　

会
場
運
動

公

園
体
育

館
　

対
象
市
内
在
住

の

女
性

チ
ー
ム
　

費
用
一
チ

ー
ム
ニ

千
円
※
２
月
1
6口

出
午
後
２
時
か
ら
。

運
動
公

園
武

道
館

会
議
室
で
代

表

者
会

議
を
行

い
ま
す
。

圃
２
月
６
日

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

専
用

の
（

ガ
キ
に
チ
ー

ム
名

’
代

表

者
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号
を

記
入
し

て
、
一
7
2
7
0

－
0
0
3
4

松

戸
市

新
松
戸
五
の
一
の
Ｂ

の
九
一

八
　
松

戸
市
家
庭
婦
人

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
連
盟

・
川
上

（
昔
3
4
5
・
3
7

5
9

）
　へ

口
親
子
で
楽
し
む
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
絵
本
貴
重

口
熟
年
男
性
の
料
理
教
室

期日 内　　　 容 講師

2/1(

金)

トンネルの歴史、施工実例等 事国務土
所交
職通

員省
贈関

東技
ほか術

8

(金)

榲の歴史、設計等

15

(金

)

ダム建設と治水・利水、ダムの吝形式

22(
金)

多様な建築技術の歴史変遷、建築技術

の身近な話題

3/1(

金)

道の歴史、舗装技術の変遷

日時 内　　容 対象／定員

2/9圉

午前10時30 分
～11 時15 分

科学館たんけん隊
常設展示や解説パネルを

手がかりに問題を解いて
い＜ラリー形式のゲーム

小学生また

は親子20 人

2/10(B)

午後1 時30 分
～2時30 分

サイエンスシネマ「海の
王者、シャチ」

旧O 人

期日 内　容 講　師

2/ 2(

土)

無添加みそ作り 松戸友の会

9

(土)

手作り豆腐 松戸市消費者の会

16(

土)

そば打ち体験 そば職人・小畑三郎氏

口
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会圃
当
日
会
場
で

國
ス

ポ
ー
ツ
課

昔

3
6
3
・
9
2
4
1

２
月
２
日
出
午
後
６
時
～

８
時
。

８
日
(
金
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0

分
、
1
7
日
(
日
)
・
2
4
日
(
日
)
午
前
1
0
時

～
正

午

会
場
柿
ノ
本

台
公

園
体

育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
　

対
象
十

六

歳
以

上

の
人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上
履
き
　

費
用
無
料

口
地
域
教
育
セ
ミ
ナ

ー
企
画

準
備
委
員
を
募
集



観
劇
会
「
み
す
ゞ
凛
々
」

３
月
1
7
日
(
日
)
午
後
３
時
～
５
時

会
場

市
民
会
館

内
容
幻
の
天

才

童
謡

詩
人
金
子

み
す

ゞ
の
生
涯
を

彼
女

の
詩
を
前
面

に
紹
介
し
な
が

ら
音
楽

に
の
せ

て
足
跡
を
た
ど
る

舞
台

費
用

木
会
員
五
千

六
百
円

圃
電
話
で
松
戸
演
劇
鑑
賞
会
・
小

野

容
3
6
9
・
5
3
5
9

へ

「

ホ

ー

ム

ス

イ

ー

ト

ホ

ー

ム

」

上

映

会

２
月
1
0
日
(
日
)
午
後
２
時
・
６
時

会
場

市
民
劇
場
　

費
用

無
料

國
松
戸
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

菅
野

登
3
8
3
・
2
3
9
6

（
火
～

金

曜
日

の
午
前
1
0時

～
午
後

４
時
）

Ｏ

譲

り
ま

す
（
価

格

無
料

）

〔
家
具
〕
学
習
机

〔
子

供
用

品
〕（

イ
チ

ェ
ア

ー
ラ
ッ

ク
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

〔
ス
ポ
ー
ツ
〕
ペ

ダ
ル
式
健
康
足

ぶ

み
機
圃
１
月
3
0日
水

〔
消
印
有

葱

ま

で
に
、
（

ガ
キ
に
希
望
品
名

・
住

所

・
氏
名

二
電
話
番
号
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松

戸
市
小

昨
年
９
月
、
松

戸
市
出
身
の
角

野
直
子
さ

ん
が
宇

宙
飛
行

士
に
認

定
さ

れ
ま
し

た
。
宇

宙
飛
行
士
に

な

る
ま
で
に

は
ど
ん
な
訓
練
を
し

た

の
で
し

ょ
う

か

。
番
組

で

は
、

宇
宙
飛
行
士

の
訓
練
や
、
宇
宙
で

の
仕
事
に

つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

投
影
日
２
月

２
日
～

３
月
3
1日

の
土

・
日
曜
日

、
祝
日
　

揚
影

時

間
一

回
約
五
十

分

会
場
市
民
会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
室
　

定
員
先

着

八

十
人
　

費

用

子

ど

も
三

十

円
、
大
人
五

十
円

（
発
売
は
投
影

開
始
三
十
分
前

か
ら
）

※
投
影
開
始
時
刻
＝
日
曜
日
、
祝

日
、
第
一
∵

四

土
曜
日

は
午
前

1
0時

・
午
後
１
時
3
0分
・
３
時

3
0
分
の
三
回
。
第
一
・
三
土
曜

日

は
午

後
の
み
二

回

や
団
体

（
二
十
人

以
上
）
は
ご
相

談
く
だ

さ
い
。

圖
市

民
会

館

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

容
3
6
8
・
1
2
3
7

落

語

を

手

話

で

聞

い

て

み

ま

せ

ん

か

２
月
３
日

収
午
後
２
時
3
0分
開

演

会
場

市
民

劇
場

出
演
笑
草

会
　

費
用
無
料

※
手
話

が
分

か
ら
な
い
人

で
も
楽

し

め
ま
す

。

圖
松

戸
市

手
話
サ
ー
ク
ル
ゆ
う
か

り
の
会

・
太
田

昔
隰
3
8
5
・
０
８
５

根
本

七
の
八
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
第

ニ
ヒ

ル
　

松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
へ

○
次

回

掲

載
分

に

つ
い

て

品

物
を
譲
り
た

い
人

は
、

１
月

3
0日
水
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い（

人
三

点
ま
で
）
。

２
月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す

。
電

気

製
品

・
日
用
雑
貨

・
衣
料
品

・

食
料
品

・
自
転
車
な
ど

は
扱

い
ま

せ

ん
。

固
消

費
生
活
課

登
3
6
6
・
7
3
2
9

松

戸

地

場

野

菜

の

朝

市

松

戸
市

無
農
薬
栽
培
研
究
会

が

中
心

と
な
っ
て
松
戸
産
の
新
鮮

な

野
菜

（
ホ

ウ
レ
ン
ソ

ウ
・
小
松
菜

・
ネ

ギ
・
カ
ブ

・
大
根

・
京
菜

な

ど
）

の
唇

冗
を
実
施
し
ま
す

。

２
月

５
日

㈹
か
ら
毎
週
火
曜
日

午
前

８
時
～
1
0時
　

会
場
Ｊ
Ａ
ま

つ
ど
経
済
セ
ン

タ
ー

（
馬
橋
一
九

三
九
の
一
)

※
売

切
れ
次
第
終
了
し
ま
す

。

國

よ
Ａ
ま

つ
ど
指
導

課
ｓ
3
4
1・５

「

ド

イ

ツ

レ

ク

イ

エ

ム

」

演

奏

会

２
月
1
1
日
(
祝
)
午
後
３
時
～
４
時

4
5分

会
場

市
民
会
館

内
容

ブ

ラ
ー
ム
ス
の
名
曲
を
二
期
会
歌
手

を
招

い
て
、
第
一
部
に

ド
イ

ツ
歌

曲
の
独
唱

を
加
え
て
演
奏
　

費
用

千

一
百
円

奈
先

着
五
十
人
を
無
料

ご
招
待

圃
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名

・
電
話
番

号

を
記
入
し
て
、
松
戸
混
声
合
唱
団

・
朝

倉

隰
3
4
3
・
0
5
7
3

へ

（
無

料

ご
招

待
申
し
込
み
）

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

～
松

戸
で
は
８
時
に
な

っ
た
ら

お
は
な
し

タ
イ

ム
～

期日 会　場 時　問 プログラム

1/25(金

)

馬橋市民センター 午後3時～4 時 アニメーション・人形劇

30(

水)

松飛台市民センター 午後3時～4 時 アニメーション・人形劇

2/ 1(

金)

東部スポーツパーク 午後3時～4 時 アニメーション・人形劇

2(土)常盤平児童福祉館
午後2 ㈲30分～

3時15分

アニメーション・絵巻物

｢ちいさいちいくん｣

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

介
護
２
月
４
日
(
月
)
税
務
２
月

５
日
(
火
)
・
1
9
日
(
火
)
　
年
金
２
月
８

日
(
金
)
・
1
5
日
(
金
)
法
律
 
２
月
1
2
日
(
火
)

・
2
2
日
(
金
)
・
2
6
日
(
火
)
　
資
産
形
成

２
月
６
日
(
水
)
・
７
日
(
木
)
・
９
日
(
土
)

・
1
4
日
(
木
)
・
2
1
日
(
木
)
・
2
3
日
出
(
土
)

・
2
5
日
(
月
)
・
2
7
日
(
水
)
・
2
8
日
(
木
)

費
用
無
料

※
２
月
2
0日
水
に
松
戸
南
郵
便
局

で

「
資
産
形
成
」
と

「
税
務
」
、

２
月
2
7日

水
に
松
戸
郵
便
局
で

「
資
産
形
成
」
と

「
法
律
」
の

相
談

が
あ
り
ま
す

。

圈
松
戸
栄

暮
ら
し

の
相

談
セ
ン
タ

１

容
3
6
0
・
6
6
1
2

松

戸

市

民

芸

術

劇

場

・
松

戸

市

民

コ

ン

サ

ー

ト

ー
月
2
7日

㈲
午
後
２
時
開
演

会
場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　内
容

ヴ
ェ

ル

デ
ィ
作
曲

「
レ

ク
イ

エ
ム
」
を

市
民
オ

ー
ケ
ス
ト

ラ
と
市
民
公
募

の
合
唱
団
で
上
演
　

費
用
千
五
百

円

（
前
売
り
千

一
百
円
）

固
松
戸
市
音

楽
協

会
事
務
局

昔
3
6
9

・
１
ｔ
４
７
０

O367-7810文化ホールギャラリー
会　期 内　　容 問い合わせ先

1/27(日)まで 松戸市小中学校児童生徒造形展 教）指導課雲366-ﾜ458

1/30 ≫～

2/ 3(日)
第29回富士百景写真展 写団富士愛好会・原公362 ―55ﾜ9

2/8 廊～
2/10 剛
暁云書道会発足10 周年記念書道展 一戸欣二.0342-2166

2/19 ㈲～
3/ 3(日)
松戸市書道宸 教）社会教育課:S366 ―ﾜ462

開館時間…午前10時～午後6時　休館日…月曜日

２
月
３
日
(
日
)
午
前
８
時
松
戸
駅

東

ロ

デ

ッ
キ

上

集

合

、

午

前

い一１１
時

現

地

解

散

〔
雨

天

中

止
〕
　

持

ち

物

筆

記

用

具

・
観

察

用

具

な

ど

費
用
交
通
費
実
費

圈
(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金

昔
3
4
5・
9
8
4
6

教)社会教育課Q366-7462松戸駅市民ギャラリー

期間 1/31(木)まで 2/1(金)～14(木) 2/15(金)～28(木)

東 同好会あけぼの陶芸作品展
圖池田昔〇471-59-2614

第13回みのり写真会作
品展

匯鎌田公367ｰ7420

陶悠会　第3回ｲ乍品展示

会

膕小島0364-9425

西
川柳展示

圖米島,s344 ―5916

森のこみち絵画展

固藤井S388-1932

有坂美奈子パッチワー
クグループギルド展

甕有坂0363-6742

障

害

者

（
身

体

・

知

的

・

精

神

障

害

）

電

話

相

談

２
月
1
0
日
(
日
)
正
午
～
午
後
３
時

※
同
時
間
に
面
接
も
可
（
要
予
約
）

相
談
・
予

約

登
3
8
3
・
5
5
5
1

囲
3
8
3
・
5
5
5
2

固
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
戸
市
障

害
者
団

体
連
絡
協
議
会
相
談
委
員
会
・
草

間

昔
3
6
5
・
0
7
3
7

昭
和
5
0
年
～
5
2
年
生
ま
れ
の
人

が
他

の
年
齢
層
に
比

べ
て
、
ポ
リ

オ

の
Ｉ
型
と

い
う
種
類

の
免

疫
を

保
有
し
て

い
る
割
合

が
低

い
こ

と

が
、
厚
生
労
働
省

の
調
査

で
わ
か

り
ま
し
た

。

日
本
に
は

ポ
リ

オ
ウ
イ
ル

ス
は

な

い
と
判
断

さ
れ
て
い
ま
す

が
、

ポ
リ

オ
ウ
イ
ル
ス

常
在
国

に
渡
航

予

定
の
人
ま

た
は
、

ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け

る
子

ど
も
が
い

る
人
は
、
再

度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン

の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ

と
を
お

勧

め
し
ま
す

。

※
費
用

や
実

施
場

所
等

は
お
問
い

合

わ
せ
く

だ
さ
い
。

固
保
健
福
祉
課
予
防
衛

生
係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4

【

】
エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

Ｈ
－

Ｖ

抗

体

検

査

受
付
２
月
７
日
(
木
)
・
2
1
日
(
木
)
午

後
２
時

～
３
時
　

匿
名
結
果
交
付

十
三
日

後

会

場
松
戸

保
健
所

費
用
無
料

固
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
課

昔
3
6
1

対
象
者
昭
和
5
4年
４
月

２
日

か

ら
昭
和
6
2年
1
0月

１
日

ま
で
に
生

ま
れ
た
男
女
　

実
施
期
間
平

成
1
5

年
９
月
3
0日
ま
で

匣
直
接
中

央
保

健
福
祉

セ
ン
タ
ー

・
各
支
所
の
市
民
健
康
相

談
室
で

申
し
込
む
か
、
左
記
（

ガ
キ
記

入

要
領
を
参
照
し
て
申
し
込

ん
で
く

だ
さ

い
（
後
日
予
診
票
を
送
付
）
。

※
す
で
に
予
診
票
を
持

っ
て

い
る

人
は
そ
の
ま
ま
受
け
ら
れ
ま
す

。

※
以
前
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ

（
麻
し

ん
・
風

し
ん

・
お
た
ふ
く

か
ぜ
混
合
）

を
受
け
た
人
、
風
し

ん
に

か
か

っ
た
こ
と

が
明
確
な
人

は
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

國
保
健
福
祉

課
予

防
衛

生
係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4

ハガキ記入要領

２
月
２
日
出

①
午
後
１
時
3
0分

～
２
時
3
0分

②
午
後
２
時
4
5分
～

３
時
5
0分

会
場

市
民

劇
場

内

容
皿

粥
一
部

＝
地
域
福
祉
の
推
進

に
貢
献
、
功
労

の
あ
っ
た
人

の
表

彰
式
典
白

粥
二
部

＝
講
演
会

「
地

域
福
祉

の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
」

講

師
Ｎ
Ｐ
Ｏ

流
山
ユ

ー
ア
イ

ネ
ッ

ト
代
表

・
米

山
孝
平
氏

定
員
当

日
先
着
五
十
人
　

費
用

無
料

固
松

戸
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務

局

登
3
6
8
・
0
5
0
3

２
月

３

日

旧

午

前

９

時

～

午

後

２

時

会

場

青

少

年

会

館

体

育

室

内

容

市

内

在

住

の

外

国

人

と

卓

球

で
交

流

し

た

後

パ

ー
テ

ィ

ー

を
開

催
定
員
先
着
二
十
人
(
十
八
～

三
十
歳
の
人
を
優
先
）
　
費
用
五

百

円
圃

電

話

で
青

少

年

会
館

登
3
4
4・
8

5
5
6

へ

［

］
松

戸

民

演

発

表

会

（

歌

の

グ

ラ

ン

ド

シ

ョ

ー

）

２
月
1
0
日
(
日
)
午
前
１
１
一
一
時
～
午
後

７

時
　

会

場

森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

カ

ラ

オ

ケ

発

表

会
　

巷
鬧

無

料

圖
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋
ａ
3
4
1
・
3
5
7
2

口
市
社
協
福
祉
大
会

ロ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
２
・
３

月
新
番
組
「
宇
宙
飛
行
士
」

国

際
交
流
事
業
「
あ
つ
ま

れ
Ｉ・
地
球
市
民
交
流
会
」

口
野
鳥
観
察
会

（
江
戸
川
）

酒
の

悩
み
ご
と
相
談
・
酒

害
家
族
教
室
（
予
約
制
）

２
月
７
日
(
木
)
・
2
1
日
(
木
)
①
相
談

＝
午
後
１
時
3
0分
～
３
時
②
教
室

＝
午
後
２
時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
①
相
談

＝
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配

の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族
を
対

象
に
専
門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉

相
談
員
・
保
健
婦
が
相
談
に
の
る

②
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
抱
え
る

家
族
同
士
の
勉
強
と
話
し
合
い

費
用
無
料

圈
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

糖
尿
病
教
室
「
糖
尿
病
と

の
上
手
な
つ
き
あ

い
方
」圃1月25日(金)午前9時から、電話で保健福祉課R366―7486へ

※2/20については2/14 終了後、会場で希望者を募ります。

胃

が
ん
検

診
申

請
済

の
人

で
、

ま
だ
受

診
し
て

い
な

い
人
は
、
左

記

の
と
お
り
追
加
検
診
を
実
施
し

ま
す

の
で
、
受

診
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時
２
月
４
日
(
月
)
・
５
日
(
火
)
午

前
９
時
1
5分
～
1
0時
3
0分
　

会
場

中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
方

法

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
法
　

費
用
五
百

円

（
七
十
歳
以
上

の
人
と
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
・
生
活
保
護
世

帯
の
人
は
無
料
）

※
共
通
受
診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
前
日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食

・
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
。

圖
保
健
福
祉

課
検
診
係

昔
3
6
6
・
７

胃
が
ん
検
診
の
追
加
検
診

風
し
ん
予

防
接
種
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加

接
種

行　事　名 日　時 主催・講師 対象／定員 費用

第7回ふれあい絵手紙展 2/5(火)～11(

祝)

八柱絵手紙の会 一般 無料

自然にタッチ「冬越し
の昆虫をさがそう」

2/11(祝)午前10

時～11 時30分

自然解説員・首藤美

恵子氏、松葉光豊氏

小学生・保護

者/30 人
無料

圃電話でパークセンターS345-8900 へ

バードウォッチング
2/16(土)午前10

時～11 時30分

自然解説員・首藤美

恵子氏
当日先着25人 無料

相談…毎週水・土・日曜日と祝日の午前10時～正午と午後1時～3時30 分、みどり
の相談員による花や鉗に関する相談を行っています( 電話でも受け付けます)。

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し､ 翌日休館)
開館時間‥･午前9日～午後4時

21 世紀の森と広場パークセンター c345-8900

対象3 ～9 歳ぐらい　 費用無料

※アニメーション「ごきげんなライオン」、人形劇「てぶくろ」

※図書館利用カードをお持ちになれば 、本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋持参にご協力＜ださい。

固図書館≫365 -5115

日　時 内　　　 容 会場 対象/費用 定員

全

二回

2/14(木)午前
10 時～正午

「糖尿病ってどんな病気」　講師市

立病院内科部長・松島保久氏

市内在

住の人
／無料

先着
50人

2/19(火)午前
10 時～正午

・食事療法の実際～やさしい食事
療法のポイント　講師栄養士

・運動療法の実際～改善のための
運動のポイント　講師運動指導員

2/20(水)午前10時

～午後1時　※

・調理実習～指示エネルギー量か

ら自分の適量を確認　講師栄養士
30人



見に行こう 聴いてみよう
登384-5050

期　日 内　　容（★は有料） 開演時賜 問い合わせ先

大

ホ

｜

ル

1/27(1日)
松戸市民コンサート
「ヴェルディのレクイエム」　　　　　　　★

14:00 松戸市音楽協会
a 369-1470

2/ 2 圉
親と子どものミュージカル　　　　　　★
「ルドルフとイッパイアツテナ_パート２

15:00
森のホール21 チケットセン

ター　　　　公384-3331

9出 鈴木雅之コンサートツアー　★（※完売） 18:00
ちけっとぽ－と
登03-335 ワー9999

10 日 松戸民演第26回発表会（新春カラオケ祭） 竹二00
松戸民演連盟・成嶋

公3 副 －35ﾜ2

17(Eﾖ)
よこすかウインドアンサンブル

ウインターコンサート
征:00
よこすかウインドアンサンブル

・渋谷s  090-24'ﾜ8-39'ﾜ0

23 出
Mr.マリック新・超魔術
チャリティーライブ　　　　　　　　　

★ 汨:30
SYF カンパニー
登03 一引55 －引29

24 総 荒馬座公演「大地踏みしめて」　　　　　 ★ m:00 荒馬座Q  03-3962-5942

小

ホ

｜

ル

1/26 圉 バレエパフォーマンス2002 15:00 斉藤旬子　o  385-2ﾜ88

2/ 2 圉 新春バラエティー　　　　　　　　　　 ★
14:00
RO-ON　　Q  365―9911

18:00

3(日)みみミュージック　室内楽合奏発表会 12:00 みみミュージック・岡本
o344-ﾜ554

8廁 古謝美佐子コンサート2002　　　　　　　 ★ 18:30 RO-ON　　a  365-9911

10(日)ピアノ発表会 1∠に00 恩田　　　 公別1-984ﾜ

11 吩 松戸市音楽協会　音楽祭 13:30
松戸市音楽協会・田中

o  392-8047

16 ㈹ 生活発表会 9:45 六高台保育園a  394- 引 田

17(日)児童アニメ映画会　　　　　　　　　　 ★
10:00 ファミリーフィルム

S03-3 ∠囗9－ﾜ2 剛13:00

19 脚 建設リサイクル法説明会 14:00
千葉県上本部技術管理課
O  043―223 ―3400

24 臼
ファミリーのための名曲コンサート

「小倉貴久子・鴨川華子ピアノの歴史」
★ 14:00

松戸クラシック音楽を楽し

心会・大谷S36 ッー0939

26 固 森のホール21　 国際音楽祭　　　　　　　 ★ 19:00
森のホール21チケットセン

ター　　　　s  384-3331

休館日　月曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌日休館）

戸定歴史館 登362-2050

期　日 内　　　　容

1/29(火)～2/21(木）

通常展示「徳川家の肖像」

徳川昭武にゆかりがある側||宗家（旧将軍家）、水戸、田安、一橋などの各徳

川家の人々の肖像写真を展観します。

入館時間…午前9時30 分～午後4時30分( 月曜日は休館。ただし、祝日の場合は開館し翌日休館) ・

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般240 円(200 円)、高・大学生160 円(120 円)、小･ 中学生

80円(60円)個別入場券一般150円(120円),高一大学生100円(80円)､小・中学生50円(40円バ(　)

内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2.4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

市民会館 S368-1237

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

衛生会館所在…竹ヶ花45 の53

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院．休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています〕

a366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生 会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365-3430

衛生会館内　午後8 ㈲～11 眄

市民劇場

松戸市の市外局番は047 です

期日 内　　容（★は有料） 開演時岡 問い合わせ先

1/27  (Eﾖ)カラオケ歌謡祭 10:30 歌謡スタジオ歌練　　　　　　a394 一2223

29 ㈲ 子供の時間　映画会 10:30 松戸子ども劇場　　　　　　　25386 ―9154

2/ 3(日)手話落語 14:30 松戸市手話サークルゆうかりの会・太田S385-085ﾜ

5固 健康カラオケコンテスト m:00 健康カラオケ普及会　　　　　　S341-3623

7團 健康管理について 13:00 松戸市傷疾軍入会　　　　　　　昔341-6429

9圉 江戸川下流舟運シンポジウム 13:30 市商工観光課　　　　　　　　　S366 ―ﾜ32ﾜ

10 ⑨
「ホーム・スイート・ホーム」上映

会

14:00
松戸南ライオンズクラブ・菅野　o383 ―2396

18:00

16 圉 管楽合奏は楽しい会？　　　★ 14:00 森川室内楽　　　　　　　　　　S384-6825

20 團 定期演奏会 16:00 和洋女子大学　　　　　　　　　公3ﾜ1-1111

23 圉
第!○回外国人日本語スピーチコ
ンテスト

13:00 (財)松戸市国際交流協会　　　　　o366―ﾜ310

26 ㈹
中央学院大学フォークソング部

演奏会
16:30 中央学院大学　　　　　　Q0471-83-6501

博物 館（21世紀の森と広場内） Q384-8181

期　　間 内　　　容

2/1 銜～28 團 午後IE侍

15 分・3時15分から上

映（土・日・祝日は午

前11 時からも上映）

ハイビジョン映像「日本美再発見　はやりすたりの徒然に～加賀友禅・誕

生秘話」《上映時間30分》　会場講堂　観覧無料

3月…「日本美再発見　赤への憧憬～有田・柿右衛門の挑戦」《上映時間

30分》

3/31日 まで

学習資料展「教科書のなかの道具とくらし」

内容小学校社会科の教科書に登場ずるけと昔前の道具や住まいの様子を展

示し 、当時の生活の様子やくらしの変化について考える　会場企画展示室

観覧無料

2/10 ～3/24 の隔週日

曜日午前10 賍～11 時

30 分〔全∠L回〕

考古学特講｢ 考古学の方法｣

内容考古学についでより深＜知リたい人のために、考古学の方法論につ

いて講義　会場実習室　講師博物館学芸係　定員30 人(抽選) 費用無料

圃2 月１日廊〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号を記入し

て、〒2ﾜ'0-2252 松戸市千駄堀6ﾜ1　 市立博物館｢ 考古学特講｣ 係( 容384

－82ﾜ2) へ

2/23 ～4/20 の隔週土

曜日午前10 饑～正午

〔全5回〕

松戸地域民俗学講座

内容松戸地域の民間信仰を中心とした民俗について学ぶ　会場実習室　講

師博物館学芸係　定員30人（抽選）　費用無料

圃2 月15 日㈹〔必着〕までに、往復ハガ半に住所・氏名・電話番号を記入

して、〒2ﾜ0 ―2252'松戸市千駄堀6ﾜ1　 市立博物館「松戸地域民俗学講座」

係(Q384-82ﾜ2 ）へ

2/17 ～3/10 の毎週日

曜日午後1時30分～3時

〔全4回〕

学芸員連続講演会

内容学芸員の日ごろの研究成果を公表　会場実習室　定員当日先着40 人

費用無料

2/17「松岡壽の留学体験］　講師社会教育課美術館準備室長

2/24 「台湾総督府文書の調査］　講師市立博物館学芸係

3/ 3 「縄文時代の撚糸文士器」　講師社会教育課文化財係

3/10「室町時代の相馬御厨」　講師市立博物館学芸係

シルクロード・コレクション公開資料「仙者訪問］「幼児の布施］などの仏伝図を描いた破風形浮彫

江戸時代旅装束試着体験…毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

圃電話で市立博物館試着体験係S384 ―82ﾜ2 へ

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/∠|）　開

館時間…午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料…一般300円(240円),

高・大学生拓O円(100円）］」い 中学生100 円（60円）〔（　　）内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）…毎日午前10時・午後2時から30分間（参加者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット解説…毎週日曜日午後2時30分から20分間（参加者は観覧料が必要です）

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用ください。

文化ホールギャラリー、松戸駅市民ギャラリー、21世紀の森と広場

パークセンターの催し物は7面をご覧ください

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃

市政・一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

※ 市

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談
(予約制)

月･火･ 木曜日 午後1 時～5 時　Ｉ

第1月曜日 午前9時～正午 市

役
所
相
談
コ

「
ナ

｜

税務相談 第2金曜日 午後1 時～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時～5 時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1･ 第3月曜日 午後1 時～5 時 商工観光

課労政係※労働･女性相談は東葛飾支庁商工労政課(£5361-4089)でも行っています。

巡

回

年

金

相

談

1(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所
国
民
パ

． 課

７
３
５
２

5臾 小 金 支 所

小金原支所8(金)

12 ㈹ 馬 橋 支 所

15(金) 六 実 支 所

19㈹

22(金)

新松戸支所

矢 切 支 所

26㈹ 東 部 支 所

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

すくすくさぽ－と21
S367-4646

ＣＭＳ子育て支援セン

ター　Q394-5590
チェリッシュ・サポート・

システム45308 ―5880

家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

S366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 ｀圈

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

4(月) 馬 橋支所

5叫 六実支所

5㈹ 小 金 支 所

常 盤 平 支 所6冰）

6團 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

7困 小金原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(n  363-6278) でも行っていますo

心

配

=冫

と

相

談

第1～第4金曜日 市役所相談ｺｰﾅｰ

4（月）　 １ 馬橋支所

5㈹
午前10時～午後3時

六実支所

小金支所5㈹

6冰)・20冰) 常盤平支所

6宗 一20冰） 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

7末・21困 小金原市民ｾﾝﾀｰ

痴ほう介護相談 22(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活センター

S365-6565

ゆう まつど
こころの相談
(予約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

(相談室直通)

S363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パ ート 労働
悩みごと相談 5詢

午後1時30 分～
午後4時30分

女性センター

S364-8778

就学相談(予約制）
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(予約専用)

昔366 －7600教育相談(予約制）

青少年相談(電話）

月～金曜日

午前8時30 分～
午後4 時30分

こども課

H363-7867

青少年相談(来所）

[予約制]
午前8時30 分～

単滂RH毒

こ ど も 課

ftQRR －74R ∠1

2月の相談あ

んない

文化施設だより
森のホール21 O368-0070

期日 内　　容（★は有料） 腮演時局 問い合わせ先

2/ 2 出 松戸芸術舞踊協会新人公演　　　　 ★ 16:30 松戸芸術舞踊協会・本間昔386  -29ﾜ2

3(日)
朝日新聞社
2002 年新入学おめでとう大会

13:30 朝日新聞社　　　O03 ―55∠↓O一一ﾜﾜ22

8窗 松戸音楽芸能講習会 13:00 松戸歌謡友の会・中村　昔38ワー8991

11 蝎 松戸混声合唱団第8回定期演奏会　　★ 旧 二00松戸混声合唱団・朝倉　HS343 ―0573

17(Eﾖ)
松戸地方特殊連盟主催
第32回学芸発表会

9:00 教）指導課　　　　　　o366 ―ﾜ458

23 圉 鈴木重子withフレンズコンサート　★ 15二30RO-ON　　　　　　　 登365-9911

24(B) 市立松戸高校吹奏楽部演奏会 15:00 市立松戸高等学校　　　登385-3201
…- 一一

休 館 日 … 月 曜 日( た だ し 祝 日 の 場 合 は 開 館 し 、 翌 日 休 館)

お気軽にご相談くだ

さい

※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありませ

ん。

休館日…月闔日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

一一･ 一 一　　　　　　 一 一
※ 住 宅 課 昔366 －7366 、 商 工 観 光 課 登366-7327


